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このたびは、 コン タックス NX をお買い上げいただきありがとうござい 
まず。このカメラは『作品を作るカメラ』である コン タックスの基本 
思想を継承しなが S 、 オー トフ オー カス ( AF ) / マニュアル フ オーカ 
ス （ MF ) を被写体に応じて使い分け、作画意図に的確に巧応できる才 
-トフ オー カスー眼レフシステムカメラでず。 

ご使用になる前にこの取扱説明書をよくお読みいたださ、正しい取0扱いで末 
永くご愛用ください。 

この力^ラは標準撮影機能 L 处がに特別にセットでをる"カスタム機能"を搭 
載しています。詳しくは P 87 をご覧くださし、。 

本文中の"〇"マークはカスタム機能で設定でさる項目です。 


安全に関ずる表示について 


この取扱説明書では、この力;^ラをま全に使巧していただくために、なのよラな表示を 
しています。内容をよくお読みいただき、正しく使用してください。 



A ま意 

このマークは、製品を正しくお使いいただけなかった場合に、製品の 
使用者等び傷善を負ラ危険および物的損害の発生び想定されることを 
术しま9 〇 




A 警告 

このマークは、製品を正しくお使いいただけなかった堤合に、製品の 
使用者等び死亡または重傷を負ラ可能性び想定されることを示しま 
す。 




取り扱い上のご注意 

〈カメラ使用上のご注意〉 

♦レンズやファインダー接眼部などにゴ S • ホコ U びある場合は、プ□ワーで吹击飛ば 
すか、柔6かいレンズ刷毛で軽くもい、指紋などびついた場合はむやみに拭かず、市 
販のレンズ紙などで軽く拭いてください。またミラー面のゴミやホコリは、レンズ刷 
毛で軽く払ラ程度にしてください。 

♦本体の巧れを落とすとさは、柔らかな布などで拭いてください。ベンジンやシンナー 
などの有機溶剤は本体破損の原因になりますので、絶対に使巧しないでください。 
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A 注意 

♦海岸やほこりのをい所での撮影渡は、カメラをよく清掃してくださ 
し 1。 潮風は金属を腐食し電子回路の断線、ショートの原因となり、発 
煙発火を起こすことちあります。また砂ぼこりは巧部機構の作動不 
良を起こしまず。 

♦寒いところから急に暖かい室内に持ち込むと、レンズびくちることび 
あります。しばらくするとくもりは消えますび、繰り返し行うとレン 
ズやボディ巧部に水滴び生じます。水滴は電子回路の断線、ショート 
の原因となり、発煙•発火を起こすことをありまず。急激な温度変化 
はでさるだけ避けて < ださい。 

♦直射日光の当たる場所に放置しないで<ださい。太陽光び近<の物に 
結憬すると、破損や乂災の原因になります。レンズキャップを付ける、 
または直射日光を避けて保管してください。 

♦カメラは精密な電子機器です。電子回路の断線による発煙-発火や磯 
構の破損の原因となる落下や衝撃は避けてください。 

•海外旅行や結婚式など大切な撮影のときは、前ちって作動の確認、ま 
たはテスト撮影をしてから使用してください。また、予備の電池を携 
行してください。 


A 警告 

♦カメラや電池び熱くなる、煙び出る、焦げ臭いなどの異常を感じたと 
さは、速やかに電池を取り出してください。火災や火傷の原因となり 
ます。（電池を取り出ず隙、火傷には十分ご注意ください。） 

♦水などび直接かかる堤所や湿気のをい場所、または磊れた手で本機を 
使用しないで<ださい。感電や電子回路のショート、発熱、発煙、発 
乂、腐食による故障の原因となります。（雨天、降雪中、海岸、水辺な 
どでの使用は特に注意してください。） 

♦引乂性ガスの発生するよラな堤所では使巧しないでください。発火事 
故の原因になります。 

♦カメラを分解、改造しないでください。高電圧びかかり感電する恐れ 
びおります。 

♦本機内部には高電圧回路び組み込まれています。落下などにより破損 
したとを、巧部には絶対に手を触れないでください。感電する恐れび 
あります。 

♦スト□ボ撮影時、スト□ボを人の目（とくに乳幼児）に近づけて撮影 
しないで<ださい。目の近<でスト□ボを発光すると視力障善を起こ 
す危険' 1 尘びあります。 

♦カメラで、太陽や強い光源を直接見ないでください。視力障善を起こ 
す危険' 1 尘びあります。 








A 警告 


♦移動しなびらの撮影はおやめください。特にファインダーを號さなび 
ら移動すると事故の原因になりまず。 

♦撮影時は被写体に気をとられずざずに、周囲の状況にわ十分注意をは 
らつて< ださい。 

♦本機を幼児、子供の手の届く範囲に放置しないでください。また幼 
児-子供の近くで使巧するとさは、細わの;主意を払い、不用意に本機 
から離れないで<ださい。幼児-テ供は安全警告-注意の内容び理觸 
できませんし、加えて政下のよラな事故の恐れびあります。 

•本機を落としたり、倒したりしてケガをする。 

-誤ってストラップを首に巻さ付け窒息を起こす。 


〈シャッター幕について〉 

シャッター幕は非常に薄い材質ででさています。絶対に指で突いたり触れたり拭いたり 
しないでください。フィルム交換の際はフィルム先端びシャッター幕に細れないよラご 
注意ください。またブ□ワーで吹<際は強<吹かないでください。強く吹<と変形や破 
損の恐れびあります。ボンべタイプのブ□ワーは絶対に使わないで<ださい。 


〈マイク□コンピューターの保護回路について〉 

この力方ラはが部の強力な静電気に巧して、巧部のマイク□コンピューターを保護する 
ための安全回路を内蔵しています。このま全回路の働きにより、極めてまれに力方ラび 
作動しなくなることびありまず。このよラな場をは、メインスイッチを OFF にし、一旦 
電池を取り出して、わラー度入れ直してからご使巧ください。 


〈赤が線フイルム撮影について〉 

この力ラの特性上、ホが線フイルムは使用でさませんのでご注意ください。 











〈カメラの保管について〉 

•暑い場所（夏の海辺、直射日光下の車内など）に長時間おいておくと、フィルムや電 
池の性能を傾下させ、カメラにち悪影響を巧ぼしますので放置しないでください。 
♦カメラを長期間使わないときは電池を取り出しておいてください。電地の;宿漏れなど 
による事故を防ざまず。 


A ミ主意 


♦カメラは湿気やほこりのある場所や防虫剤のあるタンス、実験室のよ 
ラに薬品を扱ラところを避け、風通しのよいところに保管してくだ 
さい。電子回路の断線、ショートの原因となり、発煙•発火を起こす 
ことちお0ます。 


〈電池取り扱い上のごま意> 

♦電池は一般に、低温になるにしたびって一時的に性能び低下します。寒を地での使用 
の前後はカメラを防毒具や衣服の内側に入れるなどして保温してください。なお低温 
のために性能の低下した電池は、常湿に戻ると回復します。 

♦電池の+—極び汗や油などで';ちれていると、接輔不良をおこす原因になります。乾な 
でよく拭いてから使用してください。 

♦長期の旅行などには、予備の新しい電池を用意してください。 

♦電油の+—を間違えて入れるとカメラは作動しません。 


A ま意 

♦金属製のピンセツトのよラな導電性のあるわので電極に触れないでく 
ださい。電池の消耗を早めるだけでなく、ショートして危険でず。 




♦次のよラなことは絶対にしないでください。電池び破裂し火災、けび 
や周囲をミち損する原因とな0ます。 


⑩この力方ラで指定されている電池し U がは、使巧しないでください。 
を)電池を火の中に入れたり、充電ショート、分解、加熱は絶対にし 
ないで < ださい。 

③ 新しい電池と使用した電池、違ラ方一力一や他の種類の電池を混 
ぜてつかねないで < ださい。 

④ CR 2 (3 VU チウム電池）は充電禁止です。絶対に充電しないで 
<ださい。 

♦電池を廃棄する場をは、接点にテープを貼るなど絶縁してください。 

廃棄後他の金属と接軸すると、破梨、発乂の原因となります。 

♦電池は幼児の手の届かないところに置いてください。万一電池を飲み 
込んだ場合、電池び壊れて電池の液で胃、腸などび損傷する恐れびあ 
りますので、直ちに医師と相談してください。 
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各部の名祝 



内蔵スト□ボ ( P 72) 


ポジション 
ダイヤル （ P 28) 


ストっップ 

取付金具 （ P 14) 


シンク□切り替え 
スイッチ （ P 73.84) 


A 巨 C / ii ボタン （ P 巨2,7己)- 
モードボタン （ P 30) 

表示パネル ( P 10) 

R ダイヤル （ P 2 日）- , 


一 専用スト□ボ接点 （ P 76) 
ー ダイレクト X 接点 （ P 81) 
-アクセヴ U - シュー （ P 76) 



( P 26) 
F ダイヤル （ P 2 日) 


内蔵スト□ボ 
( P 72) 


レンズ指標 
(P 18 ) 

レンズ取り 
外しボタン 
(P 18 ) 


マウント ( P 18) 


セルフタイマー LED ( P 巨 5) 
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絞り込みボタン （ P 68) 
冉 Rf 助光 ( P 38) 



















フィルム確認窓 


裏ぶたロック解除 
ボタン （ P 20) -— 
裏ぶた開放レバー 
( P 20) 


アイカップ F -3 ( P 15) 



シンク□ターミナル （ P 扫 1) 
ケーブルスイッチソケット （ P 日 7)- 


電池ぶた/電池室 
(P 16 ) 


巻き戻しボタン （ P 24) 
— ^脚ねじ巧 


ファインダー接眼部 （ P 11)' 
DX 接点 （ P 22) --—— 
フイルム室 （ P 20) - -1 


フォーカスフレーム 


ケーブルスイッチ 
ソケット （ P 日7)- 


フィルム固定軸 （ P 20) ‘ I 
データバック巧接点 ( P 96) 
シャツター幕 （ P 20)'- — 



選択レバー （ P 40) 
R ダイヤル ( P 29) 


フオーカスボタン （ P 4 己） 


裏ぶた着脱ピン 
( P 69.96) 
裏ぶた （ P 2]) 


フイルム先端マーク 
( P 21) 

一’ スプール （ P 2]) 
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表示パネルおよびファインダー巧表示 


〈表示パネル> 


フイルムカウンター ( P 21) 
セルフタイマー時間 （ P 6 已) 
ABC 撮影順序 ( P 62) ■ —— 

バルブ時間 （ P 已 7) - 

フィルム装着状況 - - 

-空送り失敗 ( P 21) 

-空送り正常 ( P 21) 

-巻を上げ切日算表お） 

-撮影フイルム終了 ( P 24) 

-巻を戻し（減算表示） 

-巻き戻し完了 ( P 24) 


-フオーカスモード （ P 30) 

-‘‘ Mf" マニュアルフオーカス 
- ‘‘SAF’ シングルオートフオーカス 
. XAF コンテイニュアスオート 
フォーカス 


-露出モード （ P 30) 


マニュアル露出 


Av 
Tv 
P 

-測光 モー 

"田 
"□ 


C 


' 絞り優先才ート 
I シャッター優先オート 
I プ□グラムオート 
ド’ ( P 30) 

I 中央部部分測光 
I 中央重点平均測光 
I 評価測光 


田 

ドライブモード ( P 30) 

& 

S 


セルフタイマー撮影 （ P 6 已） 
1 ] マ撮影 （ P 4 巳） 

連続撮影 （ P 4 己） 





かコ MfSafCaf 
UU MAvTvP 

ISO 四 CEa 

國を鼠 S 
xEIEIEIEI 


巧 |+ +1| 回□田 
IIi+++i!c!)SCF 


口 3产■•2 リ * 1• ド因 • ド 1 •l•2•l•3 〇 



電池容量 ( P 17) ——1 
フオーカスフレーム- 
選択位置表示 ( P 39) 


^露出補正値 （ P 巳 8) 
- 1/3 EV 表示 
- 1/2 EV 表示 



絞り値 （ P 已 1) 

ABC 設定および補正幅 ( P 62) 
内蔵ストロボ光量補正 （ P 7 已） 
シャッタースピード ( P 52) 
フィルム感度 


• DX :自動設定時 （ P 22) 

• ISO :手動設を時 ( P 23) 
!—カスタム 


フアンクシヨン （ P 87.89) 
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(表示内容は;欠の通りです。この図は説明のために全情報を表示したをので実隙の 
表示とは異なります。） 


〈ファインター巧表示〉 


フオーカスフレーム （ P 39) 
(常時表示されています。） 


[] 〔〕 
CD 


[] 〔〕 



〈ファインダー巧表示> 


スト□ボマーク ( P 72.76) 

内蔵スト□ボ補正マーク （ P 7 已） 

[―フォーカス表お ( P 40) 

"〇"点む：合焦 
"〇"点滅：合焦不能 


- 測光モード ( P 48) 

-評価測光 
-中央重点平均測光 
-中央部部分測光 
—— AE □ック （ P 邑 0) 

r 露出補正 ( P 58) 


日.日日日日日画ぶ :I 


I 

シャツタースピード （ P 已 2) 
>- 絞り値 ( P 51) 


- フイルムカウンター ( P 21) 
セルフタイマー時間 （ P 6 已） 
- A 日巳撮該順唐 ( P 62) 

•-フィルム装着状況 ( P 21) 


マニュアル露出 （ P 已己） 

• 露出補正値 （ P 已 8) 

-1 /3 EV 表示 
-1 /2 EV 表示 
'露出;ーター （ P 巳己） 

' 測光差 （ P 87) 
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ファインダー巧表示は、ピント合わせ状況、絞り、シャッタースピード、など 
の表示の他に、震出メーターやフィルムカウンターなどび表示される、情報集 
中ファインダーです。 

ファインダー内表示は、次の操作をしたときに表示され1目秒間表示したあと自 
動的に消える省電設計になっています。 

インスイッチを日 N したとき。 

霞^インスイッチ日 N の状態で、シャッターボタン半押しで表示されます。 

また表示中にダイヤル等を切0誓えたときは、表示はさ5に]目秒間延長さ 
れます。 


表示時間を変更することびでをます。（パワーホールド時間の変更 P 87) 

♦次の場合はフアインダー内表示び消なします。 

"撮影中"、"撮影フィルム終了"、"巻き戻し中"、"巻さ戻し完了"、‘空送り失敗"、’電 


池容量なし" 


〈表示パネルの照明〉 



表示パネルには照明機能び付いていま 
す。 " UGHT " ボタンを一度巧すと点灯 
し、ちラー度押すと消灯します。点灯し 
てか51日秒経過すると自動的に消巧し 
ます。 

•表示パネルび照明されている間に他のダイ 
ヤルやボタンを操作すると照明時間は延長 
されます。撮影開始と同時に表示パネルの 
照明は消えます。 

"巧> " 照明時間を変更することびでをまず。 
(パワーホールド時間の変更 P 87) 
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撮影前の準備 

r 厂厂厂广广广广广广广 rr 广 r 广广广广广 

ここでは、撮影に入る前にあ5かじめ準備しておくことを説明します。初めて 
のかたはここから順番にお読みください。 

カメラの取0扱いの基礎知識をお持ちで、すぐに撮影を始めたい方は、 P 3 己の 
『簡単な撮影方法』をご覧ください。 
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トラップと逆入が防止アダプターの取り付けかた 
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. アイカップ/規度補正レンズの取り付けかた 


アイカップ F -3 は図のよラに取り付けてくださし、。 
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3. 電池の入れかたと容量確認 


〈電池の入れかた〉 

メインスイッチを日 FF にしてから行ってくださし、。 




表示パネル 


1電池ぶたを開けまず。 

硬貨などを利用し、矢印方向に回して開 
けて < ださい。 

2 3 V リチウム電池 ( CR 2) 吕本を電池 
室内表示に従って正しい向さで入れ 
まず。 

♦電池の向きを間違えると、カメラび作動し 
ないばかりでなく、故障の原因となること 
びあ0ます。 


片電池ぶたを元通りに閉めまず。 

表示パネルに電池マークび表示 
されます。 


♦新しい電池でち、連続撮該中や内蔵スト □ 
ボを続けて発光させた時および低温での撮 
影において、一時的に電圧び低下し" 3 " 
び点なすることびありまず。このよラなと 
きには、インスイッチの曰 FF 林 ON を吕 
〜3回くり返してください。この操作で 
H " び点なすれば電池容量は十分あり 
ます。 
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，去，，去 ， 'S をぅ! S " S " S " S " S " 去，，去， 


〈電池の容量確認〉 

° I " 電池マークの意巧は巧の通りです。メインスイッチを ON にして確認して 
ください。 
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4. レンズの取り付けかた/取りかしかた 


マウント指標 レンズ指標 



レンズ取り外しボタン 


〈取り付けかた> 

1 カメラのボディキャップとレンズの 
後キャップをがしまず。 


2 レンズのマウント指標をカメラのレ 
ンズ指標に合わせてはめ込み、時計 
方向に"カチッ"と音がして止まるまで 
回して取り付けまず。 

♦ レンズはコンタックス N マウントレンズ 
をご使巧ください。 

♦マウントアダプター NAM -1 を使巧する 
と、コンタックス巨4日システムのレンズ 
び使巧できます。 （ P 102) 

〈取りタルかた> 

レンズ取り外しボタンを巧しなが5レン 
ズを反時計方向に止まるまで回し、前ち 
に引を出して列しまず。 

♦レンズ着脱の隙、レンズ面やボディ内部に 
触れないで < ださい。 

♦フィルムび入っている状態でレンズを着脱 
するとさは、直射日光を避けてください。 
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. カメラの構えかた 



ピントが合った美しい写真を撮るためには、カメラをしっかり構えることび大 
切でず。ピントが悪い写質のをくはカメラぶれが原因でず。 

カメラは横位置の他、状況により縦位置で構えますび、いずれも自分にあった 
姿勢を研究してください。建物や木立などを利用して身体やカメラを支えるこ 
とち効果的なち法です。 

♦暗いところの撮影などでシャッタースピードび遅くなるときは、力;ラぶれ防止のため 
三脚をご使巧ください。 
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巨.フイルムの入れかた 



1 裏ぶた□ック解除ボタンを巧しなが 
5裏ぶた開放レバーを下へスライド 
させ、裏ぶたを開けまず。 


♦フイルムを入れるとさは、カメラの内側 
に入っている f 保護シート』を必ず取り 
はずして < ださい。 

♦ DX 接点やデータバック巧接点は、むや 
みに触れたり、巧したりしないよラに注 
意してください。 

♦フイルムの出し入れは、直射曰光を避け 
て < ださい。 


2 図のように、フイルムを斜めにして 
入れまず。 

フイルムパト□ーネの凸部にフイルム固 
定軸を差し込むようにして入れます。 


シャッター幕について 

シャッター幕は精密部品でずので絶対に指で触れたりフィルムの先端でついたりしない 
でください。特にフイルムの先端びシャッター幕の上にある状態では、絶対にシャツタ 
一を切らないで < ださい。 
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3 フイルムの先端をオレンジ色の" ■" 
マークの位置まで引さ出し、そのま 
まスプールの上にのせまず。 

このとき図のようにフイルムび浮き上び 
5ないよラにして < ださい。 


幽〇 fix 


♦フィルムの先び長く出ている場合はその 
まま入れず、パト□ーネに巻さ戻して長 
さを調節してください。 


4 裏ぶたを確実に閱め、メインスイツ 
チを ON にしてシャツターボタンを 
巧しまず。 

フイルムび自動的に]コマ目まで空送り 
され、フイルムカウンターは"日 r に 
なります。 

♦フイルムカウンターび "00" のままで点 
滅している場合は、フイルムび正しく送 
られていません。裏ぶたを開け、をラー 
度入れ直してください。 
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〈フィルム感度の確認〉 



ポジションダイヤル 


表示パネル 



〈フイルム感度の自動設定〉 

表示パネルに " DX " が表示されている 
ときは、カメラび DX コードを読み巧り 
フイルム感度を自動セツトしまず。 

自動セツトされるフィルム感度の範囲は 
IS 02 曰〜己000です。 


♦ DX コードのないフィルムを入れると、 
ISO ] 00に自動セットされます。 

♦表示パネルに " DX " び表示されていない 
ときは、必ずフィルム感度を手動でセット 
してください。 （ P 吕3参照） 


〈フイルム感度の確認〉 

カメラにセツトされているフイルムの感 
度を確認ずるには、ポジションダイヤル 
を " ISO " にしまず。 

表示パネルに " DX または IS 日"とセツ 
卜されているフイルム感度び表示され 
ます。 
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. フイルム感度の手動設定 


DX コードのないフイルムのフイルム感度のセツトや、 DX 表示と異なる感度に 
設定する場合はなのようにします。 

♦設定できるフイルム感度の範囲は IS 日6〜6400です。 

♦任意の感度にセツトすると、 DX コード付フィルム使用時ち手動セツトした値になり 
ます。 



^ポジションダイヤルを " ISO " にセ 
I ットしまず。 

表示パネルに " DX " または " IS 日"と 
"フィルム感度"び表示されます。 


2 R ダイヤルを動かして、フィルム感 
度を、合わせたい感度値にしまず。 
DX -^6 -~ 0- ~ ► - '•■■►曰000 
トー 色40日 トー 0 X ^6 (繰0返し） 

♦ DX に合わせると自動設定になります。 


3 ポジションダイヤルを"〇"(白） 
または"〇"(緑）に戻してくださ 
い。これでセット完了でず。 

表示は通常表示に戻りまず。 


♦セットしたフィルム感度は、巧にセットし 
直すまで記憶されています。 

♦ポジションダイヤルび " SET "、" ISO "、 
" CF " のときは撮影できません。 
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日.フイルムの取り出しかた 



フィルムをを部写し終えると、自動的に 
きき戻しが始まりまず。 

巻さ戻し中はフィルムカウンターび減算 
表示し、巻き戻しび終了するとモーター 
び停止しフィルムカウンターび"0日" 
で点滅します。 

モーターび停止し、フィルムカウンター 
が "00" で点滅していることを確認し 
てか5、裏ぶたを開けてフイルムを取り 
出してぐだをい。 


♦フィルムの取り出しは直射日光を避けてく 
ださい。 

•巻さ戻し渡は、必ずフィルムを取り出して 
ください。巻き戻し後は、一度裏ぶたを開 
けるまで力;ラは作動しません。 
•取り出したフィルムは早めに現備に出しま 
しぶラ。 

♦規定枚数撮該すると、最體のコマは現 
像処理段階でカツトされることびありまず。 


〈フィルムの途中巻き戻し> 

撮影の途中でフィルムを卷さ戻すとさ 
は、メインスイッチ日 N の状態で、のの 
先やコインなどを利用し、底面の卷さ戻 
しボタン" R" を巧して下さい。（針な 
どの鋭<尖ったものでは押さないでくだ 
さい。） 

自動巻き戻しをしない設定もできます。 ( P 88) 

この設定ではフィルムを全部写し終えると、巻さ上げび止まりフィルムカウンターの上析 
下析び交互に点滅します。くフィルムの途中巻き戻し> と同じ方まで巻を戻してください。 

— 巻き戻し時、フィルムの先端をパト□ーネのがに残すことびできます。 ( P 88) 
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碁本的な操作 


cnccrccrrrcrncncfzrrr 
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. メインスイツチ 


パワ ーON 状態 


待機が態 



表示パネル 


メインスイッチは電源の OFF 、 ON およ 
び AEL ( AE □ック）の切り換えを行し、 
まず。 

♦誤作動を防ぐため、メインスイッチはク U 
ックの位置に止めてご使用ください。 

OFF :ホ マークが 見えない時 

力方ラの電源び切れ、日 FF の状態にな 
つています。 

ON :カメラの電源が入りまず。 

AEL :逆光での撮影や、動 < 被写体を 
一定の露出で連続撮影するなど、霞出を 
固定 （ AE □ック）したいときに使いま 
す。 （ P 目日） 

〈パワーホールド時間について〉 

なにち操作をせずに16秒間経過すると 
省電のため待機状態になります。待機状 
態では次のよラにな0ます。 

①ファインダー内表示び消えまず。 

霞表示パネルの絞り値およびシャッタース 
ピードび消えまず。 

③ F ダイヤル、 R ダイヤルの操作は受け付 
けません。 

また、シャッターボタン半押しで再び表 
示されます。 

"巧 >" パワーホールド時間を変更すること 
びでさまず。 （P87) 
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2. シャツターボタン 


シャッターボタンの操作は2段階になつ 
ていまず。 

シャッターボタンを半押しずると、ファ 
インダーの表示が点丹し、 オー トフ ォー 
カスや測光機能が作動しまず。さ5にシ 
ャッターボタンを押し込む（全巧し）と 
シャッターが切れ撮影が巧われまず。 

♦フイルムを入れる前に、実際にシャッターボタンを巧して、半押しの感覚をつかんでく 
ださい。 

♦シャッターボタンはカメラぶれ防止のためにち、指の腹で静かに押してください。 
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3. ポジションダイヤル 



ポジションダイヤルには" 〇" (白）、 
"〇" (緑)、 "SET"、 "旧0"、 "CF" の 
已つのポジシヨンがありまず。 


〈1.撮影ポジション〉 

撮影を行うポジションです。"〇" ( 白）と"〇" ( 緑）の2つびあります。 

"〇" ( 白）： 使用している撮影モード（フォーカス、麗出、測光、ドライブ） 
を記憶しています。メインスイッチを日 N した時、前回使用してい 
た撮影モードで始まります。 

"〇" ( 緑）： メインスイッチを日 N した時の撮影モード（フォーカス、露出、測 
光、ドライブ）び常に同じ組み合わせになります。 

エ堤出荷時のモード内容は、フォーカスモード " SAF "、 露出モード " P "、 測光モード 
"田"、ドライブモード " S " になっています。 

また、ご自身の好みのモード巧容に変更することびできます。 ( P 31,37) 

〈2.SET ポジション> 

"〇" ( 緑）の内容を設定するポジションです。 

〈3.旧0ポジション> 

に日感度（フィルム感度）の確認、及び手動でに日感度を設定する時に使用し 
ます。 


〈4.CF ポジション〉 

(カスタムフアンクシヨン）を設定する時に使巧します。 （P86) 
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4. F ダイヤル /R ダイヤル 


F ダイヤル（フ n ントコマンドダイヤル）、 R ダイヤル0」アコマンドダイヤル) 
は各種の設定に使用します。 



R ダイヤル 



F ダイヤル（フ□ントコマンドダイヤル） 

-露出補正 

• 撮影モード（フォーカスモード、露出モー 
ド、測光モード、ドライブモード）の選巧 
- ABC 設定 

. 内蔵スト□ボ調光補正 
-カスタムフアンクシヨンの設定 


R ダイヤル（リアコマンドダイヤル） 

• シャツタースピード 

• 撮影モード（フォーカスモード、露出モー 
ド、測光モード、ドライブモード）の選択 
-旧0感度の設定 

-カスタムフアンクシヨンの設定 
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モ- 



フォーカスモード、露出モード、測光モ 
ード、ドライプモードの切り曾えを行う 
時に使用しまず。 

" MODE " ボタンを押し F ダイヤル 、 R 
ダイヤルでセットします。 

[モード内容] 

〈1. フォーカスモード> 

- SAF :シングル•才ートフォーカス （ P 41) 

静止している被写体の撮影など一般的な撮影の場合におすすめします。 

- CAF :コンティニユアス•才ートフオーカス （ P 41) 

動きのある被写体を連続的に追ラ場合におすずめしまず。 

. MF :マニュアルフォーカス （ P 44) 

手動でピント合わせを巧いたい時にご使用ください。 

〈2.露出モード> 

• Av :絞り優先才ート （ P 日 1) :絞りをまめてオート撮該する時 

•Tv :シャッター優巧才ート （ P 已吕）：シャッタースピードを決めて才ート撮影ずる時 
- P :プ□グラムオート （ P 日 3) :カメラまかせのオート撮影をする時 
- M :マニュアル露出 （ P 日日）：自分で露出（絞りとシャッタースピード）をまめて撮 
影する時 

〈3.測光モード> ( P 48) 

• KS :評価測光 • D :中央重点平均測光 •因：中央部部分測光 

〈4.ドライブモード〉 （ P 4 已） 

• S :1コマ 撮影 

力六ラのシャッターボタンを巧すごとに]コマ分撮影され、次の巻き上げび行わ 
れて停止します。 

- C :連続撮影 

力方ラのシャッターボタンを巧している間、最高約 2. 3コマ/秒の連続撮該びで 
きます。（撮影コマ速度は、シャッタースピードやフィルム感度、データバック 
の写し込みあり/無し、使用する電池の状態などにより変化します。） 

•の:セルフタイマー 撮影 ( P 6 日） 

セルフタイマー撮影になります。 









6- モード内容の切り替えかた ( 


フォーカスモード、露出モード、， 



フォーカスモード内容 




1 メインスイッチを "ON" にし、ボ 
ジシヨンダイヤルを"〇"(白）ま 
たは"〇" ( 緑）にしまず。 



モードボタンを巧しまず。 


表示パネルに"フ オー カスモード内容" 



カスモードび点滅します。 


3 F ダイヤルを回して蒂望のフ オーカ 
スモー ドを点滅させまず。（フ オー 
カスモード內容の選択） 


4 R ダイヤルを矢印方向に回して"露 
出モード内容"を表示しまず。 

表示パネルに"麗出モード内容"び表示 
され、現在設定されている露出モードび 
点;威します。 

5 F ダイヤルを回して蒂望の露出モー 
ドを点滅させまず。（露出モード巧 
客の選択） 
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G r ダイヤルを矢印方向に回して"測 
光モード内容"を表示しまず。 

表示パネルに測光モード内容"び表示さ 
れ、現在設定されている測光モードび点 
滅します。 


7 F ダイヤルを回して希望の測光モー 
ドを点滅させまず。（測光モードの 
客の選択） 


8 R ダイヤルを矢印方向に回して"ド 
ライブモード内容"を表示しまず。 

表示パネルに"ドライブモード内容"び 
表示され、現在設定されているドライブ 
モードび点滅します。 

9 F ダイヤルを回してを望のドライプ 
モードを点滅させまず。（ドライブ 
モード内容の選択） 


Af \ モードボタンを巧ずと通常の表示 
IU に戻り、設定完了でず。 

選おした各モード内容び表示されます。 
♦シャツ ターボタン半巧しでも設定完了でを 
まず。 
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7. ABC / ± i ボタン 



ABC 設定 （P 能）を行う時に使用します。 
A 巨仁ボタンを巧し、 F ダイヤルでセット 
します。また、内蔵スト□ボの光量補正 
にも使用します。 （P7 已） 


日.フォーカスボタン 



オートフォーカス時にはフォーカス□ッ 
クに使用しまず。 (P43) 

またマニュアルフォーカス時にはワンシ 
ョットオートフォーカスとして使用し 
ます。 （P4 己） 


9. シンク□切り替えスイツ 




シンク□切り替えスイッチ 


先幕シンク IIKN 日 RMAL)/ 後幕シンク 
□ (P84) の切り誓えを行います。 

通常は " NORMAL" で使用します。 
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簡単な撮影方法 

广广厂厂广 r 广广广广广广1~广 r 广广广广广 

"〇" ( 緑）ポジションを利用した簡単撮影 

"〇" ( 緑）ポジションを利用して簡単な撮影をしてみましよう。初めて力方ラ 
をお使いになるかたや、露出や各種モード内容設定を気にせず気軽に撮影した 
いかたにおすすめします。 
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ンを利用した簡単撮該 



1 メインスイッチを "ON " にし、ポ 
ジションダイヤルを "〇" (緑）に 
しまず。 

この力方ラは工場出荷時にモード内容び 
次のよラにセットされています。 

①フ オーカスモード： SAF 
③ 露出モード ： P 

通 測光モード ： 53 

雷 ドライブモード： S 

♦ モード内容び表示パネルに表示されます。 
表示び上記モード内容と異なるとさは、；欠 
ページのく"〇"(緑）ポジションのモード 
内容変更〉に従って設定し直してください。 

2 フオー カスフレ ー ム選択レバーをプ 
ッシュして中央部を選択しまず。 

表示パネルに選択位置び表示されます。 
ファインダー内では選択したフオーカス 
フレームび一瞬 赤 < 点灯します。 

3 ファインダー巧中央のフオーカスフ 
レームを被写体に向けてシャッター 
ボタンを半巧ししまず。 

4 ピント合わせが行われ、被写体にピ 
ントび合ラと、中央のフオーカスフ 
レームが一瞬ホく光って「ピピッ」と電 
子音が鳴り、ファインダー巧のフオーカ 
ス表示"〇"が点なしまず。 

5 そのままシヤッターボタンを}甲し込 
んで撮影しまず。 
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(を" （緑） ポジションでは、メインスイッチを ON した時の 撮影 モード（フォーカス、 
露出、測光、ドライブ）が常に同じ組み合わせになります。） 


ぐ‘〇" ( 緑） ポジションのモード内容変更> 

"〇" (緑）ポジションのモード内容変 
要は次のよラにしまず。ご自身のオリジ 
ナルモードの客にして撮影をお楽しみく 
ださい。 

1 メインスイッチを " ON " にし、ポジ 
ションダイヤルを " SET にしまず。 

表示パネルの表示びモード内容表示にな 
り、現在設定されているフ オーカスモー 
ド巧容び点滅します。 


2 F ダイヤルを回して蒂望のフオーカ 
スモード内容表示を点滅させまず。 


3 R ダイヤルを回して露出モードの容 
を表示し、 F ダイヤルを回して希望 
の露出モードの客表示を点滅させまず。 

同様に R ダイヤルを回して測光モード、 
ドライブモード巧容を表示し、 F ダイヤ 
ルで希望のモード内容を点滅させます。 

4 ポジションダイヤルを"〇"にしま 
ず。これで変更完了でず。 
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ピント合わせ 


广广厂厂广广厂广广广广广|~厂广广广广广广 

このカメラのピント合わせは、力方ラび自動的に行ラオートフォーカス （AF) 
と手動で行ラマニュアルフォーカス （MF) びあります。 

AF には、静止している被写体の撮影など一般的な撮影に便利な "SAF " (シン 
グル AF) と、動さのある被写体を連続的に追う場合に便利な "CAF " (コンテ 
ィニュアス AF) びあります。撮影意図に合わせてご活用ください。 


AF 補助光について冉 F 撮影時、被写体び暗いと定やコントラストび低くピントび合わ 
せにくい場合は、自動的に AF 補助光を被写体を照射して AF の精度を高める機構になつ 
ていまず。この時の照射部は画面の中央になりまず。冉 F 補助光の有効距離は約 4m です。 
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h — カスフレー ムの選が 


フアイン ダー 


C] C] 

u 

[] 



フオーカスフレーム 

(己ヶ所の内]ヶ所を選択） 

ファインダー内表术- 



フオーカスフレーム 
選択レバー 


このカメラは画面中央のフオーカスフレ 
ームと、対角線上に配置された4つのフ 
オーカ スフレームを持っています。 

フオーカスフレームは、被写体の位置に 
応じて任意の1力所を選択します。 

また切0誓える操作をしたとを選択した 
フオーカスフレー ムび 一瞬 ホく照明され 
ます。 


〈フ ォーカスフレー ムの選択〉 

フォーカスフレーム選択レバーで任意の 
フォーカスフレームを選択します。対角 
線上のフォーカスフレームへは、そので 
向へレバーを倒します。中央のフォーカ 
スフレームを選ぶとさは、レバーをプッ 
シュします。選択したポイントでピント 
合わせを行います。 

♦ファインダー内表示び点む中に選おしてく 
ださい。消灯中はフレーム位置の変更はで 
さません。（ファインダー内表示はシャッ 
ターボタン半押しで表おされまず。 P11) 


**©■' 選択したフレームの□ック 

カスタムフアンクシヨンの設定をすると選択 
したフオーカスフレームび不用意に動かない 
よラに□ックすることびでさます。 （P87) 
この設定をした時は、 "LIGHT" ボタンを巧 
しなびら、フオーカスフレーム選択レバーで 
フレームを選択しまず。 
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2. 才ートフォーカスによるピントさねせ 


フオー カスモードび "SAF"、"CAF" のときシャッターボタン半押しでオート 
フ オー カスび作動します。 

シャッターボタンの半押し時に選択されているフオーカスフレームび一瞬ホく 
照明されます。また測距の後、ピントを含わせを行ったとさにフレームび一瞬 
ホく照明されます。 



表示パネル 


0 1 



03 * , 2 .. 1 • • 


フ オーカ スフレームフ オー カス 
選択レバー フレーム 



ファインダー 


フ オー カス 
フレ-ム W 

フオーカス表の 


E に! 



1 フオー カスモードを、 " SAF " また 
は " CAF " にセットしまず。 

♦セット方法は P31 をご覧ください。 

2 ピント合わせを巧うフオーカスフレ 
ームを選びまず。 

フオーカスフレーム選択レバーでフオー 
カスフレームを選びます。 （P3 目） 

3 ピントを合わせたい被写体に、選んだ 
ファインダー内フオーカスフレームを 
向け、シャッターボタンを半押ししまず。 
自動的にピント合わせが行われ、ピント 
が合ラとピントを合わせたフオーカスフ 
レームが一瞬/赤く光って「ピピッ」と電 
子音が鳴り（*)、ファインダー内のフ 
オーカス表示" 〇" が点!灯しまず。 

"〇"点灯：ピントび合っています。 

"〇"点滅：ピント含わせびでさません。 
* 電子音は SAF 時のみです。 

"〇"電子音なしに設定することびでさま 
す。 （P87) 
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4 そのままシャッターボタンを押し 
込んで撮影してください。 















ぐ‘ SAF " シングルオートフォーカス〉 

静止している被写体の撮影など一般的な撮影の場合におずずめしまず。 

シャッターボタン半押しでピント合わせを巧い、一度ピントびをラとその位置 
でピントを固定（フ ォー カス□ック）します。 

♦ピントび含うとシャッターび切れ、ピントび合わないとシャッターび切れません。 
♦ピント合わせびでさないとさ （"0" 点滅）は、等距離にある別の被写体でフォーカスロ 
ックして撮影してください。 CP42) 

♦ "〇"点滅中でも、シャッターチャンス優先で撮該したいときは、フォーカスボタンを 
巧しなびらシャッターボタンを巧してください。シャッターを切ることびで定ます。 
♦ドライブモードび‘ C" (連続撮影）の時は、最初の写真でピントび固定し、そのピント 
位置での連続撮影になります。 


〈デュアルフォーカスメカニズム〉 

デュアルフォーカス方カニズム搭載のレンズ使巧時は、フォーカスモードび "SAF" の 
と去、フォーカス表示"〇"び点灯中に手でレンズの距離 U ングを回すと、自動的にマ 
ニュアルフオーカスに切り曽わり、ピントの微調整をすることびできます。 


ぐ‘ CAF ’ コンテイニユアス•オートフオーカス〉 

動きのある被写体を連続的に追ラ場合におずずめしまず。 

シャッターボタンを半巧ししている間、連続してピントを含わせ続けます。ピ 
ントび合っていることを確認して撮影してください。 

♦連続撮影" C" では]コマごとにピントを合わせ続けなびらの連続撮該になりまず。 

♦ "〇"び点滅し、ピント合わせびでさないとをでちシャッターボタンを巧すとシャッター 
び切れます。 

♦被写体の動さや変化により、ピント合わせび連続撮影に追従でさない場合びあります。 
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〈フ オー カス□ック〉 

オートフオーカスのとき、構図によってピントを合わせたい被写体びフオーカ 
スフレームか5はずれる場合には、次のようにしてピントを固定（フオーカス 
□ック）して撮影します。 



❖ " SAF " シングルオートフ オー カスのとを 

1 ピントを合わせたい被写体に選択したフオーカスフレームを向けシャッター 
ボタンを半}甲ししまず。 

ピント合わせび行われ、ピントび含うとファインダー内フ オー カス表示" 〇" 
び点灯し、その位置でフ オー カス□ックされます。 

2 シャッターボタンを半押ししたまま写したい構図に カメラを 戻し、さ5にシ 
ャッターボタンを巧し込んで撮影しまず。 

♦シャッターボタンを半巧ししている間はピントは□ックされていまずので、カメラ 
の向をを変えてちピントは変わりません。 

♦フオーカス□ックは、シャッターボタンから指を離すと解除されます。 
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❖ " CAF " コンテイニユアス.オートフオーカスのとを 


1 ピントを合わせたい被写体に選択したフオーカスフレームを向け、シャッタ 
ー ボタンを半巧ししまず。 

シャッターボタンを半押ししている間、連続してピントを合わせ続けます。 

2 ファインダー内 フオー カス表示が点丹していることを確認して、 フオー カス 
ボタンを f 甲してぐださい。 

フオーカスボタンを押したところでフオーカス□ックします。 

#1フオー カスボタンを f 甲したまま写したい構図にカメラを戻しまず。 

フオーカスボタンを押している間、ピントは□ックされています。 

JI さ6シャツターボタンを押し込んで撮影しまず。 


〈オートフオーカスの苦手な被写体〉 

オートフオーカス機能を使っても、次のような被写体はピント含わせび難しい 
ので、"〇"フオーカス表示び点滅することびあります。このよラなとさはフオ 
—カス□ックを利用して、等距離にある別の被写体に一度ピントを合わせてか 
ら撮影を行ラか、マニュアルフオーカスでピント合わせを巧ってください。 

①非常に明るいか非常に暗い被写体。 

©被写体のコントラストび極度に低いとき。 

③フオーカスフレーム部やその周辺に太陽光などの強い光源びあるとき。 

@フオーカスフレーム内に極度に距離の違ラ2つ L 处上の被写体び共存するとさ。 
⑥フオーカスフレームに対して非常にルさな被写体 
愈繰り返しパターンび続く被写体。 

③ ND フィルターや儒光フィルターなどにより、被写体か5の光量び極端にか 
な < なった場合。 


43 


3 .マニュアルフォーカスによるピント合わせ 



ピントび合っている。 ピントび合っていない。 



〈ピントの合わせ方> 

フォー カスモードを " MF " にセットし 

まず。（セットのしかたは P 31 をご覧く 
ださし、。） 

ピント合わせは、手動でレンズの距離リ 
ングを回して巧いまず。 

ピントが合っているとをは、ファインダ 
—内の像がはっきりと見え、ピントが合 
つていないとボケまず。 


〈マニュアルフオーカス時のフオーカス表示> 

マニュアルフ オー カス時、ファインダー内のフオーカス表示は、選択されてい 
るフ オーカ スフレームに対する測距結果を表示します。 


の 


"〇"点灯：被写体にピントび合っている 
表おなし：被写体にピントび合っていません 
"〇"点滅：ピント合わせびでをません 


参選択されているフ オーカ スフレームにピントび合った時、フレームび赤く照明されます。 
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〈ワンショット-才ートフォーカス> 

デュアルフォーカスメカニズム搭載レンブ使用時は、 
マニュアルフォーカス撮霞中でも才ートフォーカスび 
使用でさます。フォーカスボタンを巧すと、巧してい 
る間カメラびピントを合わせを行い、一度ピントび合 
うとその位置でピントび固定します。 （SAF: シングルオ 
ートフォーカスでピント合わせを行います。） 

ワンショット-オートフォーカスとしてご利用ください。 


©■ ピント合わせち法を CAF (コンテイニユアス•才ート 
フオーカス）に変更ずることびできまず。 （P8 日） 


〈フオーカスモードとドライブモードの関係〉 



Caf .. 

‘‘ Mf " 

。 S 

1 コマ撮影 

シャッターボタン半巧 
しでピント合わせを行 
し、、一度ピントび合ラ 
とその位置でピントを 
固定します。（フォーカ 
ス□ック） 

♦ピントび合わないと、 
シャッターび切れま 
せん。 

シャッターボタンを半 
巧ししている間、連続 
してピントを合わせ続 
けます。 

♦ピント合わせびでさ 
なくてちシャッター 
を切ることびでを 
まず。 

手でレンズの距 
離 U ングを回し 
てピント合わせ 
を行います。 


ピント合わせは]コマ 
撮影と同じ。 

ピント合わせは1コマ 
撮影と同じ。 

‘‘ C ” 

連続撮影 

連続撮影時は最初のコ 
マ（写真）でピントを 
固定しての撮該になり 
ます。 

連続撮該時は、1コマ 
ごとにピントを合わせ 
直しまず。 
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〈 AF / MF 切り替えスイッチ付きレンズ使巧上のご注意〉 

NX に AF/MF 切り誓えスイッチ付きレンズを取り付けて MF を使用する場含、レ 
ンズ側とカメラ側の両方を MF に設定する必要はあ0ません。力ラ側 AF 
(SAF または CAF) 設定時、レンズ側の切り醬えスイッチだけで素早く AF/MF 
切〇督えびでをます。また力^ラ側 MF 設定時、レンズ側のスイッチを AF に設 
定するとワンシヨット AF び使巧できます。 

各々の組み含わせでの動作は下表のよラにな0ます。撮影意図に合わせて使い 
分けて < ださし、。 



カメラ側のフオーカスモードの設定 


SAF 


CAF 


MF 


SAF で動作します。 
フオー カスボタン 
を巧している間、 
フオー カス□ック 
しまず。 


CAF で動作します。 
フオー カスポタン 
を巧している間、 
フオー カス□ック 
します。 


距離リングによる MF になります。 

♦AF によるピント合わせの後、 MF でピント 
の微調整を行ラ時はレンズ側を MF にして 
から行ってください。フォーカスポタンに 
よるワンシヨット冉 F は使用でをません。 


シャツターボタンでの AF 
作動は行いません。フオー 
カスポタンによるワンシヨ 
ツト AF が使用できます。 

♦冉 F 作動後の距離リング 
による微調整はでをま 
せん。 

距離リングによる MF にな 
0まず。 

♦フオーカスポタンによる 
ワンシヨット AF は使巧 
でをません。 


◎カメラ側の設定 （ SAF 、 または CAF ) が何になっているかが分かるように、才ートパ 
ワ ー OFF 時には表示パネルのフオーカスモード表示はカメラ側の設定を表示しまず。 


[表示例]レンズび MF、 カメラび SAF に設定されている時 


レンズ設定 
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AF 


MF 


パワーホールド中 

雨感 


才ートバワーオフ時 


|[ 

03 
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C 23 
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だぶ 
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妙 
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AF 


レンズ側の設定 















































測光方式の選択 


广厂厂厂广广 r ■广广广广广1~广广广广广广广 


このカメラには評価測光と中央重点平均測光及び中央部部分測光の3通0の測光 
方式びあります。（セツト方法は P31 をご覧ください。） 

次ページの『測光方式の種類と特徴』をよくお読みいただを、撮影条件や撮影 
意図によ0使い分けると、よ0精度の高い効果的な写真撮影び巧えます。 
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1. 測光方式の種類と特徴 


評価測光 



測光感度分布図 


ファインダー内露出メーター 



中央重点平均測光との測光値の差 


中央重点平均測光 



中央部部分測光範囲 



測光感度分布図 
中央部部分測光範囲 



〈評価測光〉 （53 マーク） 

評価測光は、撮影画面を図のよラに己 
分割し、それぞれの部分を独立して測光 
し得5れたデータから被写体の条件に最 
適な露出値をミ央めます。このため、一般 

のな撮影はちちろん、逆光などの撮影で 
もほとんど露出補正なしに撮影ずること 
がでをまず。 

® ファインダー内の露出メーターを、 
評価測光と中央重点平均測光、ある 
いは中央部部分測光との測光値の差 
の表示に変更することびでさまず。 

〈中央 m 点平均測光〉（□マーク） 

主にファインダー画面中央部の被写体の 
明るさを重点的に、かつ周辺部の明るさ 
わ加味して測光を行い、露出値を決定す 
る方式です。光の変化び激しいところで 
わよく対応しますので、一般の撮影はも 
ちろん、動きの激しいものでも容易に露 
出を決めることができまず。 

〈中央部部分測光〉（因マーク） 

撮影画面の約日％の範囲にあたる被写体 
の明るさを測光して、露出を決める方式 
です。たとえば、逆光の人物や特定の部 
分にライティングを活かした舞台撮影な 

ど、被写体と背景の明るさが極端に違ラ 
場合、また画面効果を考えて、特に被写 
体の一部分だけを測光して撮影したい場 

合などは、この中央部部分測光を利用し 
ます。 
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2. 測光連動節囲 


□範囲内に色で表示してあるシャッタースピ 
—ドの32秒から]/400日秒は、才ート露 
出撮影時に力;ラび正常に測光を行ラ範囲 
です。 

□範囲内に色で示してある部分は、 ISO ] 00 
フィルムで F 1 .4 レンズ使用時の測光連動 
範囲をおします。 



I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I M 

012 3 4 5 6 7 8 910111213141516171819 20 21 

EV 値 


〈測光連動範囲〉 

表は、絞り、シャッタースピード、 EV 値の相互関係を示すわので、使用レンズ 
の測光連動範囲を表しています。たとえば中央重点 平均 測光時に に日]日日の フ 
ィルムで已 OmmFl . 4レンズを使用した場合、絞り表の IS 日 1 日 0の項の" 1.4" 
と"1日"（プラナー T * 日 0 mm の最小絞り値は F 1 目です）か5斜めに延長した 
線上で垂直線 （ EV 線）と水平線（シャッタースピード線）び交わる点び示す 
両端の範囲すなわち EV "0" か 5 EV "2 日" び F 1. 4レンズの使用時の測光連 
動範囲です。 

《 EV 値とは、露出計の連動範囲を示す数値で、が光の明るさび一定のとをに、フィルム 
に同一露光効果をちえる絞りとシャッタースピードの組み合わせを示すをのです。たと 
えば、表により EV 13 では、 F 16 J /30 秒でも F 8, l /12 已砂でも同じ露光効果び得られ 
ることびねか0ます。 
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撮露目的に合わせた応用撮影 

i ~ r 广厂厂厂广广广 「广 i ~ rri ~ 厂厂厂厂广 
被写体や撮影目的に合わせて、最適な撮影モードを選択することびでさます。 
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. 才ート露出撮該 


〈1.絞りを決めて撮る " Av " (絞り優先オート撮影)> 

( Av とは Aperture value の略で絞り量のことです。） 


絞りをセットずると、被写体の明るさに応じてカメラが自動的にシャッタース 
ピードをセットしまず。 

作例！： 絞りを開けて撮影すると、鮮明に写る範囲 C * 被写界課度 P 已 8) び狭くなります。 

被写体を浮かび上がらせ、背景をぼかしたいとをなどに利用します。 

作例 2:絞りを絞り込んで撮影すると鮮明に写る範囲 （* 被写巧深度 P 已 8) び広くなりま 
す。被写体ち背景ち鮮明に写したいときなどに利用します。 




1露出モードを " Av " にセットしまず。 

セットちまは P 31 をご覧ください。 

2 レンズの絞りリングを回して絞りを 
セットし、撮影しまず。 

表示パネルとファインダー巧に、セット 
した絞り値と自動セツトされたシャツタ 
ースピードび表示されます。 
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<2. シャツターストドを決めて撮る " Tv " (シャツター優先才ート撮影)> 

( Tv とは Time value の略で時間量のことです。） 


シャッタースピードをセットずると、被写体の明るさに応じてカメラが自動的 
に絞りをセットしまず。動きのある被写体などの撮影に適しています。 

次の作例を参考に目的に合わせてシャッタースピードを調節してください。 

作例 1:被写体の動きの瞬間を撮影したいときは、速いシャッタースピードにセットしまず。 
作例 2 :水の流れ等を表現したいときは、遅いシャッタースピードにセツトします。 

♦遅いシャッタースピードのとをは力;^ラぶれ防止のため、=脚をご使用ください。 




1露出 モー ドを " Tv " にセットしまず。 

セット方法は P 31 をご覧ください。 

2 R ダイヤルを回してシャッタースピ 
ードをセットし、撮影しまず。 

絞0目盛りはどの位置にセットしてし、て 
ちかまいません。 

表示パネルとファインダー内に、セット 
したシャッタースピードと自動セットさ 
れた絞り値び表示されます。 
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〈3.プ□グラムオートで撮る" P " (プ□グラムオート撮影)〉 


表示パネル 

カメラび選んだ絞りとシャッター 
スピードを表示 


P’ にセットします 


あ5かじめプ□グラムされている絞りとシャッタースピードの組み含ねせの中 
か6、被写体の明るさに適した組み合わせをカメラが自動的に選びまず。露出 
を気にせず、気楽に撮影ずるとさに便利でず。 

1露出モードを" P " にセットしまず。 

セット方法は P 31 をご覧ください。 

A 撮影しまず。 


力方ラび自動的に選んだ絞り値とシャツ 
タースピードび、表示パネルとファイン 
ダー内に表示されます。 


〈プ□グラムオート制御図> 

プ□グラムオートでの絞りとシャツタースピードの組み合わせは図のようにな 
ります。またこのプ□グラムラインは取り付けたレンズの焦点距離に連動して 
シフトします。 （F1. 4/ 已〇 mm レンズ 使 巧、 ISO] 00にセット） 


EV 値 

213141516171819 20 21 



絞り値 

.F16 


お豈 


I © 叫 

が _ 


nu 


B 
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〈オート露出撮影時の警告表示について〉 


く " A V" 時〉 ぐ‘ Tv " 時> 

露出オーバー警告 露出オーバー警告 



"4000"点滅 "最ル絞り"点滅 

露出アンダー警告 露出アンダー警告 



"32"" 点滅 —開放絞り"点滅 


ぐ‘ P " 時〉 
露出オーバー警告 


"4000" 点滅 

露出アンダー警告 



"32 "" 点滅 


露出 オーバー 警告 

絞0優先オート撮影時にはシャッタースピード "4 日日日"び点滅、シャッター 
優先オート時には装着レンズの"最小絞0値"び点滅、プ□グラムオート撮影 
時にはシャッタースピード "4 日日 0" び点滅し露出オーバーの警告をします。 
被写体び明るす ざます ので、絞0またはシャッタースピードを調整し直して、 
点滅表示び点口表示になるようにしてください。また別売りや市販の ND フィル 
ター（光量制限用）で光を調整することわでをます。 

露出アンダー警告 

絞り優先オート撮影時にはシャッタースピード"32’’"び点滅、シャッター優 
先オート時には装着レンズの"開放絞り値"び点滅、プ□グラムオート撮影時 
にはシャッタースピード "32’’" び点滅し麗出アンダーの警告をします。被写 
体び暗すざますので、照明を加えて被写体を明るくしたり、シャッタースピー 
ドや絞0を変えて点滅表示び点灯表示になるよラにしてください。また、内蔵 
スト□ボや専用のスト□ボを使ラと明るくされいな写真び撮れます。 

♦露出オーバー/アンダー警告時でち、シャッターボタンを巧せば撮該できます。 
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2. マニュアル 露出撮露 


〈1 .自分で露出を ミ 夫め て 撮る" M " (マニュアル 露出撮影)〉 

絞りとシャッタースピードを撮影意図や目的に合わせて任意にセットし、撮影 
ずる方法でず。また意図的に露出オーバーやアンダーにずることも簡単にでき 
まず。ファインダー巧露出メーターの表示を参考に露出を巧めてください。 



1露出モードを" M " にセットしまず。 

セット方法は P 31 をご覧ください。 

2 絞りとシャッ タースピー ドをセット 
し、撮影しまず。 

絞りはレンズの絞りリングでセットしま 
す。シャッタースピードは R ダイヤルで 
セットします。 

ファインダー内と表示パネルに、セット 
したシャッタースピードと絞りび表示さ 
れます。 

ファインダー内露出メーターには適正露 
出との差び表示されます。シャッタース 
ピードまたはレンズの絞りを変えて、露 
出方一夕一表示を"適正"にしてくだ 
さい。 


ファインダー内表示 


露出メーター表示例 




3 EV 政上アンダー 適正 

1 EV 才ーバー 
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[マニュアル露出モードで露出補正をセツトした場合] 

①表示パネルにはセツトした露出補正量 
び表示されます。 


® ファインダー内には露出補 
正マークび点滅表示します。 


③ファインダー内麗出方一夕一にはセッ 
卜された露出補正値に対して、カメラ 
にセットされている絞りとシャッター 
スピードの組みをわせで得5れる露出 
差び表示されます。 

® ファインダー内にはマニュアル露出モ 
ードを示す" M " マークび表示され 
ます。 


露出補正量表の 


SAF 

Av 


田 


GD 

門ぶ 

だぶ 


;〇 


表示パネル 


露出差表示 


マニュアル露出表 7K — 
ファインダー内露出メーター 
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n saf 

I M> ivTvP 


る 


田 


表示パネル 



〈をバルブ撮影 " buLb "〉 

長時間露光を必要とずる夜間撮影や天体 
撮影を行うときに使用しまず。 


1露出モードを" M " にセットしまず。 

セット方法は P 31 をご覧ください。 

2 R ダイヤルを回して " buLb " をセツ 
卜しまず。 


3 レンズの絞りリングで絞りをセット 
し、撮影しまず。 

シャッ ターボタンを巧している間 シャッ 
ターび開いて露光されます。 

♦力;ラぶれを防ぐため、=脚で固定するか、 
安定した台などに置を、別売りのケーブル 
スイッチ LA タイプをカメラに接続して撮 
影してください。 

♦露光中、表示パネルのフイルムカウンター 
はバルブ撮影の経過時間を示すタイマー表 
示に切り替わります。表示は "00" から 
"已 9" (己9砂）までカウントされし义 f 妾その 
繰り返しになります。 

♦露光中はファインダー内表示びすべて消え 
ます。 




3 
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. 露出を補正して撮る 


撮影のとさ、主要被写体とその背景に極端な明暗差びあるために、そのままで 
は主要被写体に適正露出び得6れない場合、あるいは意図的に露出オーバー、 
アンダーの写真を撮りたいときには、巧の3通りの露出補正方法がありまず。 

〈1.任意の補正量を決めて撮る ( Av ， Tv ， P の蹄〉 

F ダイヤルを回して、補正量をセットしまず。 

補正量は十 3 EV 〜一 3 EV の範囲で 1/3 EV ごとにセツトすることびでをます。 



露出モード II 

露出補正ずる内容 1 

" Av 。 

絞り優先才ート 

シャッタースピード 

Tv " 

シャツター優先オート 

絞り 

“ p " 

プ□グラムオート 

絞りとシャッタースピード 


表示パネルにはセットした補正量、ファ 
インダー巧露出^ーターには補正量と 
"十/一"マークび表のされます。 

♦撮影終了後は必ず露出補正量を" □" に戻 
して<ださい。メインスイッチを OFF にす 
るまで、露出補正は継続されます。 

♦ 不用意に桶正値び変わらないよラにご注意 
ください。 

♦ マニュアル露出モード時の露出補正表示は 
P 已巨をご覧ください。 



露出補正を設定解除するまで継続するように設定することびできます。 ( P 88) 
不用意に補正値び変わらないよラに露出補正の設定方法を ‘ U 白 HT " ボタンを巧 
しなびら F ダイヤルを回してセットする方法に変更することびできまず。 （ P 88) 
■©" 露出補正量を1/2ステップに変更することびで击まず。 ( P 87) 





















使用例 

逆光撮影などのときは ••• 

"+1 /3 EV または + 1 /2 EV 〜 + 3 EV " 
の箭囲で補正しまず。 

中央重点平均測光の場を、逆光や明るい 
空、海をバックにした人物、または窓辺 
の人物などのよラに明るい背景び撮影画 
面に占める割合び大さい場合、人物は露 
出アンダーになり、シルエットのよラに 
暗くなります。このよラなとさは、露出 
を十1 /3 EV または十1 /2 EV 〜十 3 EV 
の範囲で補正して、露出を多くちえます。 

暗い背景などのとさは ••• 

"-1 /3 EV または一1 /2 EV 〜一 3 EV " 
の箭囲で補正しまず。 

スポットライトに照5し出された人物な 
どのよラに、暗い背景び撮影画面に占め 
る割合び大をい場合、中央重点平均測光 
で撮影すると人物は霞出オーバーにな0 
白っぽくなります。このようなとさは、 
露出を一1 /3 EV または一] /2 EV 〜一 
3 EV の範囲で補正して、露出をかなく 
して撮影します。 
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〈2.露出を固定して撮る （ AE □ック)〉 

オート露出撮影時に、被写体の露出（絞りとシャッタースピードの組み合わせ） 

を記憶ずる機構でず。逆光時での撮影など構図によって露出び大きく異なる被 
写体や動く被写体を一定の露出で連続撮影するときなど、露出を固定したいと 
さに使います。 



1 露出を合わせたい部分にファインダ 
一の中央部を向け、メインスイッチ 
を " ON " 一 " AEL " に切り曾えまず。 
これで露出が固定 （ AE □ック）され 
まず。 


特に狭い範囲に露出を合わせたいとき 
は、測光モードを"面"（中央部部分 
測光）にセットして AE □ックしてくださ 
い。 

セット方法は P 31 をご覧ください。 

♦冉 E □ック中は、ファインダー巧の測光 
マークび点;嘯に変わります。 

♦ AE □ックのセットは、ファインダー巧表 
示び点なしているときに行ってください。 
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•冉 E □ック中は、露出び記憶され続け、何度でち同じ露出値で撮影でをます。表示は省電 
のため16砂経過樓に消灯しまず。 

•連続撮影（ドライブモード " C ") するときを、あらかじめ被写体の明るさを AE □ック 
しておけば背景の変化による影響を受けずに同じ露出の写真び得6れまず。 

•このカメラは、シャッタースピードと絞りの組み合わせで得られる露出を記憶する、傲 
面光量記憶方式を採巧しています。例えば、 " Av " のと去は、 AE □ック後に絞りを変え 
るとシャッタースピードち追従して変化し、全体の露出量を一定に保ちます。 

•冉 E □ック中に露出補正ダイヤルを変更すると、露出モードにより露出補正内容は;欠のよ 
ラになりまず。 



露出モード 1 

露出補正する内容 1 

" Av " 

絞り優先才ート 1 

シャッタースピード 

Tv " 

シャツター優先才ート1 

絞り 

" P 。 

プ□グラムオート 1 

絞りとシャッタースピード 


©" シャツターボタン半押しで " AE □ック"するように変更できます。 （ P 87) 
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巧.露出を自動的に 3 段階変えて撮る （ ABC 撮影)〉 

A 日 C 撮影モードにセットずると、自動のにスタンダード、オーバー、アンダー、 
と3段階の露出バリエーションで連続撮影ができまず。 

非常に微妙な露出条件のもとででも、露出決定に気を取5れることなくシャッ 
ターを巧し続け、チャンスを確実にものにずることができまず。 

※八目 C : Automatic Bracketing Control 


ABC 撮影は、シャッタースピードまたは絞りを制御して自動露出補正を行います。 



露出モード II 

霊出補正ずる内容 

"Av。 

絞り優巧才ート 1 

シャッタースピード 

"Tv" 

シャツター優先才ート1 

絞り 

"P .. 

プ□グラムオート 1 

絞りとシャッタースピード 

"M 。 

マニュアル露出 1 

シャッタースピード 



1 ABC ボタンを巧ずと A 日 C 設定モー 
ドになり、 表示パネルに " ABC " 
マークと "0.0" (補正幅）が表示され 
まず。 


2 F ダイヤルを回して補正幅を選び 
まず。 

補正幅は"日. 3"(1/3 EV )、"0 .己" 
(1/2 EV )、"1.0" (1 EV ) の3種類び 
設定でさます。 
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3 ABC ボタンを巧ずと設定完了でず。 

表示パネルではフィルムカウンターおよ 
び A 巨 C マークび、ファインダー内では 
フィルムカウンターび点滅しまず。 

4 被写体にピントを合わせ、シャッタ 
ーボタンを巧しまず。 

設定しているドライブモードでスタンダ 
ード、オーバー、アンダーの順で撮影し 
ます。 

♦ A 日 C 撮影を途中で解除ずるとさは、 ABC 
補正幅を"0.日"にしてください。 

♦ ABC 撮影が終了したら、必ず ABC 補正幅 
を "0.0" に戻してください。 設定した 
A 日 C 祀正幅は力;ラ電源を "OFF " にして 
を記憶されています。 


ドライブモード 

II ABC 撮彰 I 

I S 

J 1コマごとの A 日 C 撮影になります。 

I C 

] 3コマ続けて冉日 C 撮影した後、止まりまず。 

I & 

] 10巧掛こ連続撮該による ABC 撮該になります。 


3 フイルムカウンターおよび 
ABC マークび点滅しまず 



□ 3**2"1**0**1**2**3C3 


A 日 C モード設定完了 


ABC マーク点巧 


いご SAF 

IU P 

孤 EEa : 

lil . 1 か 

III + 1 C 


B3.-2-.1 ••日り 



省電時の表示 


ファインダー内表示例 

阻 


ABC 撮影中は撮影順序を示すため、 
フイルムカウンターび次のよラに変化し 
ます。 


スタンダード：両方の巧び点滅 
オーバー :左側の巧のみび点滅 

アンダー ：ち側の巧のみび点滅 
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スタンダード オーバー アンダー 


例えば 1S コマ目から A 目 C 撮影を行った場合は次のようになります。 



] コマ目 

2コマ目 

3コマ目 

(U (後繰り返し) 

補正： 

スタンダード 

オーバー 

アンダー 

スタンダード 

カウンター： 

\ 1 / 

— 18 — 

/ 1 \ 

ん 

- 1ご 
/|\ 

\1/ 

-20- 

/|\ 

\ 1 / 
-21- 
/ 1 \ 

表巧： 

1 

左ち点滅 

1 

左側点滅 

1 

ち側点滅 

1 

左ち点滅 


♦ABC 撮影で、露出補正を併用するとその捕正値を基準にした ABC 撮影になりまず。 
♦撮影ずるごとに測光しなおし、その時の測光値に対して補正を行います。周囲の明るさ 
の変化による影響を受けずに冉巨巳撮影びしたいときは、あらかじめ AE ロックをしてから 
撮影することをおすずめします。 

♦補正幅びカメラの補正限界を越えるとさは、限界補正値で撮影されます。 

♦ABC 撮影の途中でメインスイッチを "OFF" にして再度 "ON" にすると、冉巨 C 撮該は 
また1コマ目より順に3コマ分行われます。 

♦スト□ボを併用する ABC 撮影はでをません。 

— 補正順唐を、オーバー-^スタンダードーアンダーに変更することびで志ます。 
(P87) 


64 





4. セルフタイマー撮露 


記念撮影など、ご自身ち一緒に写りたいとさに使用しまず。 


1 ドライブモードをにセット 
しまず。 

セツト方法は P31 をご覧ください。 


2 ピントを合わせ、シャッターボタン 
を押してください。 

セルフタイマーび作動し、]0秒後にシ 
ャッ ターび切れ撮影び行われます。 
セルフタイマー作動中、カメラ前面のセ 
ルフタイマー LED び点減します。 


♦ファインダーから目を離しての撮影では、接眼部からの入射光の影響で適正露出び得ら 
れない場合びあります。このよラな場合は、逆入光防止アダプターをファインダー接眼 
部に取り付けて撮影してください。 （P]4) 

•セルフタイマー撮影時は^脚をご使巧ください。 

•バルブ設定時はセルフタイマーは使用でさません。 

•セルフタイマー作動中にシャッターボタンを巧すと、セルフタイマー作動び最初に戻り、 
再スタートしまず。 

♦セルフタイマー作動を途中で中止するときは、メインスイッチを OFF にしてください。 
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已.日付け-時刻の写し込み 


セツトボタン—— 

年■月•曰 


曰•月-年 

セレクトボタン 

^ 0 f') 

1で；を巧 I ^ 

1 

み'をの1 

t 

modeIoJp O 

. II 

1 巧记或 

1 

lEEH'Ui 


曰■時•分 

写し込みなし 

月•曰■年 

モー ド切り曾え 

し 



ボタン 





データバック付カメラの場含は、撮影時に曰付や時刻を自動的に写し込むこと 
びでさます。データバックび付いていない力^ラの場含は、別売の 「C 日 NTAX 
データバック D-11」 を取0付けてください。 

♦データバック用電池はエ堤出荷時にセットされていますのでそのままご使巧になれます。 

1写し&むモードを選びまず。 

モード切り誓えボタンを押すごとに、年•月-曰づ曰•時-分与 

-(写し込みなし）与月•曰-年与曰•月-年に表示び切0誓わりますの 

で、希望する表示を出してくださし、。 

〇シャッターボタンを f 甲して撮影しまず。 

♦表示窓ち上のマークび点滅して、表示び写し込まれたことをおします。 

♦数字の上に出る" M" 表示は月 (Month) を表すマークで、写し込みはされません。 

♦曰付や時刻を写し込みたくないとをは、-にして撮影します。 

♦写し込みは写真のち下隅になりまず。写し込み位置の背景び白や黄色のよラに明るいと 
をは、数字び読みにくくなることびあります。 
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も*孤*孤城姑 


〈曰付-時刻の修正〉 

曰付け-時刻の修正は次のよラにしてください。 

①モード切り督えボタンを巧して修正ずるデート表示を出しまず。 

霞セレクトボタンを巧して修正ずる数字を点滅させまず。 

® セットボタンを巧して正しい値に直しまず。 

(時刻表示で：び点滅している場合は秒含わせです。時報に合わせてセットボタンを押す 
と正確な時間をわせびでさます。） 

④修正が終わった5数字の点滅び消えるまでセレクトボタンを巧しまず。 
〈データバック用電池の交換について〉 

データバック用電池は、長寿命のリチウム電池 ( CR 202 己)を採用しているため 
約3〜4年間は交換不要です。電池び消耗してくると曰付けや時刻の写し込みび 
薄くなった0、液晶表示び正常な表示をしな<な0ます。この時は図のよラに 
して電池を交換してください。（データバック使用頻度び多いちは、2〜3年で 

1 データバック表面の電池ぶたを固定 
している止めネジをはずし、ふたを 
開けまず。 


2 新しい電池を+側を表にして電池室 
巧に入れ、ふたを元通りに閉め、固 
定してください。 


♦電池を交換した搂は、必ず曰付と時刻を含 
わせ直して < ださい。 



A 警告 


デート巧電池に R 202己)は、特に幼児の手の届かない所に置いてくださし、。 
万一電池を飲み込んだ場合は、ただちに医師と相談してください。 
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巨.被写巧深度の ii 認 


レンズの一般的性質として、ある被写体 
にピントををわせたとさ、被写体自身び 
鮮明に写るだけでなく、その前後にわ鮮 
明に写る範囲びあ0ます。この範囲を被 
写界深度といいます。ファインダーは常 
に絞り開放の状態になっていますび、絞 
り込みボタンを f 甲ずとセットした絞り値 
まで絞り込まれ、被写界深度の確認と背 
景のぼけ具合を見ることがでをまず。 
♦ファインダー内は絞り値に応じて暗くなります。 

♦絞り込みボタンを巧したまま露出の確認や撮影をしても、適正露出は得られません。 




く被写界深度について〉 

同じレンズでの被写界深度は次のよラに変化します。 

① 絞りを絞り込むほど被写巧深度が深く（前徴こ広く）、開放にするほど浅く（前後に狭 <) 
なりまず。 

⑨ 被写体の距離び遠いほど被写巧深度が深く、近いほど浅くなります。 

感 ピントを合わせた被写体の後方に深く、前方に浅くなりまず。また異なるレンズでは、 
焦点距離の短いレンズほど深ぐ、焦点距離の長いレンズほど浅くなりまず。 
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. ケーブルスイッチソケッ 



ケーブルスイッチ LA タイプを接続し 
まず。 

♦ケープルスイッチ LA タイプを使ラ撮影で、 
フアインダーから目を離す オー ト撮影では 
接眼部からの入射光の影響で適正露出び得 
日れない堤合びあります。このよラな場含 
は、逆入光防止アダプターを接眼窓に取り 
付けて撮影してください。 ( P 14) 
♦ケープルスイッチソケットには、市販され 
ている一般の;力方式ケーブルレ U —ズは 
取り付けないで<ださい。故障の原因にな 
ります。 


8. 裏ぶたの交換 



カメラの裏ぶたを取りがし、別売のデー 
タパ’ック D -1 1 ( P 9 巨）と交換ずること 
がでをまず。 

裏ぶたは、着脱ピンを}甲し下げて取り列 
しまず。 
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ストロボ撮影 

r 厂厂厂广广广广广广广 f ~ r 广 ri ~ r 广 r 广 

室内や夜間の撮影で、シャッタースピードび1/3日秒];^下になるときは、スト □ 
ボの使用をおすすめします。この力方ラの内蔵スト□ボまたはコンタックス 
TLA スト□ボを組み含わせると力方ラ側でスト□ボ光を自動制御する " TTL ダ 
イレクト測光"による撮影び巧えます。 

TLA 3 目0スト□ボをご使用のときは、おずく2.当社 TLA 360 スト□ボを使用し 
た撮影〉の項 （ P 78) をご覧ください。 

また、 X 接点のみのミ凡用スト□ボをご使用する場合には、 P 81 をご覧ください。 
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. 内蔵スト□ボ攝該 


〈1.内蔵スト□ボによる TTL オートスト□ボ撮影> 

フィルムに当たる被写体か5反射してきたスト□ボ光量を測光し、スト□ボの 
発光量をコント□ールします。 （TTL ダイレクト測光） 

1 内蔵スト□ボを手で持ち上げるとス 
卜□ボの電源が入り巧電がスタート 
しまず。 

充電び完了するとファインダー内に 
"i" マークび点巧し力方ラの露出モー 
ドによ0次のようにシャッタースピード 
び自動セツトされます。 


1 自お光の測光値 II 

自動 t ツトシヤツタースピード 

II 表示 1 

1 32砂〜]/60秒 1 

1 /巨〇秒 

"巨 0" び点灯 

11/巨0|!)〜]/]2已幸少 1 

1/巨0砂〜]/1吕己砂 

"巨 0" 〜 "12 已"び,点灯 

1 1/12已砂〜1/4000砂 1 

]/12 已砂 

"125" び点滅 (*) 

*"12 日"び点滅する時は露出オーバーになりまず。点滅び点むになるまで絞りを絞 
り込んで < ださい。 

❖Tv (シャツ ター優先才ート）のとき 

1 セツトしたシャツタースピード II 

自動 t ツトシヤツタースピード 

II 表示 1 

1 32砂〜1/12已砂 1 

32秒〜1/12已砂 

セットしたシャッタースピード 

1 1/12已秒〜1/4000秒 1 

]/12 已秒 

"12 日"び点灯 

❖P (プ□グラムオート）のとを 

1 自が光の測光値 II 

自動セツトシヤツタースピード 

II 表示 1 

1 32砂〜]/巨0秒 1 

1 /60砂 

"巨 0" び点な 

11/巨0|!)〜]/]2己幸少 1 

1/巨0砂〜]/1吕曰砂 

•巨 0" 〜 —12 已"び点な 

1 1/12已砂〜1/4000砂 1 

]/12 已砂 

"12 己"び点な 

❖M (マニュアル露出）のとき 


♦ ‘‘M" のときはシャッタースピードび自動セットされません。必ず1/12己砂政下にセッ 
卜してください。 

♦セツトしたシャッタースピードびファインダー内に表示されます。 



❖Av (絞り優巧オート）のとき 
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2 シンク□切り曾えスイッチを 
" NORMAL " にセットしまず。 

3 次の表に従って、絞りまたはシャッ 
タースピードをセツトして撮影し 
まず。 


露出モード 

1 絞りまたはシャツタースピード 

P 

力方ラび自動的にセツ ト します。 

冉ん M 

絞りをセツトしてください。セツトした絞りで撮最されまず。 

TV 

絞りは自然光に合わせた適正絞りに自動セツトされまず。明 
るいと去は自動的に絞り込みます。 


♦巧蔵スト□ボ充電中は"^"び点滅します （2 回/秒)。また内蔵スト□ボ充電中はシャ 
ッターを切ることびでをません。 

♦撮影度調光び行われたときはファインダー内び2秒間速く点滅します (4 回/砂)。 

♦撮影後び点滅しないとをは被写体び違すぎてスト□ボ光び届かず露出アンダーに 
なります。被写体に近づくか絞りを開いて撮影し直してください。 U バーサルフィルム 
使巧時はさらに撮影距離範囲び狭くなりますので、次ページの内蔵スト□ボ撮影範囲の 
範囲内で撮影してください。 

♦近接撮該時 " i " び撮影後点滅してち露出オーバーになることびありまず。なページの 
内蔵ストロボ撮影範囲の範囲内で撮影してください。 

♦スト□ボ併用の ABC 撮影はでさません。 

♦ドライプモードび" C " (連続撮該モード）の場合は、充電完了後シャッターび切れる繰 
り返しでの連続撮影になりまず。 

♦フィルム感度は IS 02 日〜800に連動しまず。（露出補正は含みません。） 



撮影が終了した5、 


内蔵スト□ボを巧し下げて収納してください。 
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赤目軽減発光 （*) にセットずることびできます。 

* 暗いところで人物をスト□ボ撮影すると、まれに瞳びホく写る（赤目現象）ことびあり 
ます。この赤目現象を軽減させる発光方法です。 

♦このモードではスト□ボび約0.7秒間隔で2回発光し、2回目の発光のとをシャッターび 
切れまず。 ] 回目の発光後力ラを動かしたり、人物び動かないように注意してください。 
♦赤目軽減の効果には個人差びあります。 

内蔵スト□ボ撮影節囲単位 ： m 


フィルム感度 

絞り値 

旧0100 

旧0400 

F 1.4 1 

2.日〜9.巨 ( m ) 

4.0-19.0 Cm ) 

F 吕 1 

1 .4-6.7 ( m ) 

2.8 〜] 3.4 Cm ) 

F 2.8 1 

1 .0-4.8 ( m ) 

2.□〜9.己 On ) 

F 4 1 

1.0〜 3.3 ( m ) 

1 .5-6.6 Cm ) 

F 己.已 1 

] .日〜 2.4 ( m ) 

1 .0-4.8 ( m ) 


♦内蔵スト□ボの照射ちは焦点距離 28 mm までの画角をカバーします。 28 mm 未満の 
広角レンズを使用すると画面の周辺まで光び届かず暗く写ります。 

♦内蔵スト□ボを使巧する時は必ずフードをはずしてから撮影してください。レンズフ 
ードをつけたままスト□ボ撮影をするとフードでスト□ボ光びさえぎられ画面び暗く 
なったり、撮影した画面にフードの影び写る場合びあります。 

♦内蔵スト□ボ撮影は被写体と] m し U 上離れて行ってください。被写体との距離び1 mLU 
内で内蔵スト□ボ撮影をすると画面の一部びケラレて暗い写真になる場合びあります。 

♦なのレンズでは内蔵スト□ボの光びケラレるため使巧でさません。し U 下のレンズでスト 
□ボ撮影するときはコンタックス TLA スト□ボ （ TLA 200じ ( 列）をご使用ください。 

- Vario-Sonnar 1 7-3 已 mm F 2.8 

♦内蔵スト□ボの撮影範囲より被写体との距離が遠い場合は、スト□ボ光び届かず露出ア 
ンターになりまず。このよラな時はガイドナンバーの大さなが付けの当社 TLA スト□ボ 
をご使巧 < ださい。 

♦内蔵スト□ボとコンタックス用 TL 冉スト□ボをアクセサリーシューに取り付けて同時に 
使巧することはでさません。 

♦コンタックス用 TLA スト□ボを使巧する時は、内蔵スト□ボを収納してから取り付けて 
ください。 
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〈を内蔵スト□ボの光量補正 > 

露出補正と同じ感覚での蔵スト□ボの発光量をカメラで補正ずることができま 
ず。設定できる補正量は一 3 EV 〜 +1 EV でず。 



ii ボタン 


表示パネル 


P-O.OJ) 


光量補正設定モード 



ED 

苗 

Saf いの 

心 p 墻 

03"2"1..5"1"2"3D 


光量補正値設定完了 


4 BSS 

ファインダー内表示 


1 巧蔵スト□ボを持ち上げ、なボ 
タンを巧ずと、光量補正設定モー 
ドにな0まず。 


2 F ダイヤルを回して補正値を設定 
しまず。 


3 なボタンを巧ずと光量補正が設 
定されまず。 

表示パネルは±"を加えた通常表 
示に戻ります。またファインダー内表 
示には"^ ±"び表示されます。 

♦設定した光量補正量は、カメラ電源を 
" OFF " あるいは内蔵スト□ボを収納して 

わ継続して記憶されていまず。光量補正撮 
影終了後、必ず設定を解除して<ださい。 
♦解除ずる時は補正量を "0.0" に戻しまず。 


4 ファインダー巧±"の点灯成 
電 完了）を確認して撮影してくださ 
い。 
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当社 TLA スト□ボをほ用した撮該 


当な TLA スト□ボを使用ずると、巧蔵スト□ボと同様にカメラ側でスト□ボ光 
を自動制御して簡単にストロボ撮影を行うことができまず。 

内蔵スト□ボ撮影節囲より遠距離の被写体を撮影したい時やカメラ本体よりス 
卜□ボを離して使用したい時にご利用ください。 

〈1. TTL オートスト□ボ撮影〉 

フィルムに当たる被写体か5反射してきたスト□ボ光量を測光し、スト□ボの 
発光量をコント□ールします。 （ TTL ダイレクト測光） 


1 カメラのアクセサリーシューに TLA 
スト□ボを取り付け、スト□ボの電 
源を入れまず。 


• 内蔵スト□ボとコンタックス用 TLA スト □ 
ボをアクセサ U —シューに取り付けて同時 
に使用することはできません。 

2 スト□ボを " TTL オートモード"に 
セットしまず。 

充電び完了するとファインダー内に 
"文"マークび点巧し力方ラの露出モー 
ドにより次のようにシャッタースピード 
び自動セツトされます。 


❖Av (絞り優巧才ート）のとき 


1 自が光の測光値 1 

1 自動 t ツトシャツタースピー ド 1 

1 表示 1 

1 3 2砂〜 

1 /60秒 1 

1 /巨〇秒 

"巨 0" び点む 

11/60砂〜 

-1/1 2已砂 1 

1/60砂〜]/12己砂 

"巨 0" 〜 "12 己"び点な 

11/12日秒〜 

‘]/ 4000秒 1 

]/12已秒 

*■125"び点滅 （*) 


*"12日"び点滅する時は露出オーバーになります。点滅び点なになるまで絞りを絞 
り込んで < ださい。 
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❖Tv (シャツ ター優巧才ート）のとき 


1 セツトしたシャツタースピード II 

自動 セツトシヤツタースピー ド 

II 表示 1 

32砂〜]/] 2已砂 

32が >〜]/! 吕己粗> 

セットしたシャッタースピード 

1 ]/1吕已幸少〜]/4000^^!) 1 

1/12巳秒 

"125" び点灯 

コ（プ□グラムオート）のとを 

1 自が光の測光値 II 

自動 セツトシヤツタースピー ド 

II 表示 1 

32砂〜]/已〇秒 

1 /60砂 

"60" び点灯 

]/60秒〜]/12巳秒 

]/ 已〇砂〜]/12已砂 

"60" 〜 "12 日"び点な 

] / I 吕已が>〜1/4000を！） 

1/1吕巳砂 

"125"び点灯 


❖M (マニュアル 露出）のとを 

♦ " M " のとをはシャッタースピードび自動セットされません。必ず1/12已砂！; TF にセッ 
卜してくださし、 

♦セツトしたシャッタースピードびファインダー内に表示されまず。 



次の表に従って、絞りまたはシャッタースピードをセツトして撮影します。 


露出モード 

1 絞りまたはシャツタースピード 

P 

カメラび自動的にセツ ト します。 

冉 v、M 

絞りをセツトしてください。セツトした絞りで撮該されまず。 

Tv 

絞りは自然光に合わせた適正絞りに自動セツトされます。明 
るいと去は自動的に絞り込みます。 


♦撮影渡、調光び行われたときはファインダー内 " i " マークわで秒間点滅します。 

♦撮影後マークび点滅しないとさは露出アンダーになりますので、絞りや撮影距離 
を変えて撮影し直してください。 

♦近接撮影時、 "走" び撮該後点滅してち露出オーバーになることびあります。スト□ボ 
の取扱説明書記載の撮影範囲で撮影してください。 

♦スト□ボ併巧の ABC 撮影はでさません。 

♦ドライブモードび" C " (連続撮影モード）の場合は、スト□ボの性能をご確認ください。 
♦フイルム感度は侶02己〜800に連動します。屬出補正は含みません。） 
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〈2.当社 TLA 360 スト□ボを使用した撮影> 



ガイドナンパ’ 一36 (旧0100‘3己 mm レンズ画角カパ’一時）の、クリップオン 
タイプの TTL 自動調光方式パワーズームオートスト□ボでず。スト□ボオート 
セットの機能を備えていまずので、本機と組み合わせると、従来の TTL オート 
スト□ボの機能に加えて巧の六つの機能をもった使いやすいスト□ボでず。 

♦これらの機能は、カメラ上部のアクセサ U —シューに直接スト□ボを取り付けた場合の 
みにご使用いただけます。 

TLA 延長コードや TLA 増むシステムを利用して、カメラのアクセサ I 」ーシューから離し 
て使巧するとさは、スト□ボには自動セットされません。 

♦スト□ポオ ー トセット機能を備えた当社 TLA スト□ボはスト□ボ取り付け脚の接点び已箇 
所になつています。 



①オートセット機能 


機 能 
スト□ボ 撮影 モード 

フィルム感度の 
自動セット 

絞り値の 
自動セット 

TTL オート 

〇 

〇 

外部測光オート 

〇 

X 

マニュアル 

〇 

〇 

マルチ発光 

〇 

〇 


〇:カメラ側のセツトによりスト□ボにち自動セット 


します。（スト□ボ充電完了時） 

X :スト□ボには自動セツトされません。 
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® 照射角のオートセット 

カメラに取り付けたレンズの焦点距離に合わせて、自動的にスト□ボの照射角 
びセツトされまず。 


❖セツトのしかた 

カメラのアクセサリーシューにスト□ボ 
を取り付け、スト□ボの電源を " ON " 
にずるとカメラに取り付けたレンズに合 
わせてスト□ボの照射角が自動的にセツ 
卜されまず。 

このと走スト□ボの表示パネルには、自 
動セツトされた照射角び3已 mm 用レン 
ズの焦点距離で表示されます。 


参セットされるレンズの焦点距離は、 24mm. 28mm, 3已 mm, 已 Omm, 70mm. 扫已 mm 
です。 

♦ズームレンズ装着時は、上記の範囲でレンズのズー S ングに連動します。 

♦スト□ボの表示び "AUT 曰 ZOOM" のときレンズを交換すると、交換したレンズに合わ 
せて照射角び再セットされます。 

③照射角の手動セット 

スト□ポのズームボタンを巧ずと、手動セットになりまず。ズームボタンを巧 
ずごとに ZOOM 焦点距離び切り曾わりまずので、お望の焦点距離を表示パネル 
I し表巧しまず。 
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嗓スト□ボ光量の補正 

" TTL オートスト□ボ撮影"モードで巧いまず。他のモードでは、補正ずること 
がでさません。 


♦補正は一 3EV 〜 +1E\/ の範囲で1/3ステップごとに行えます。 

♦スト□ボの補正は、カメラの露出補正の値を基準にして発光量を補正します。たとえば、 
カメラの露出桶正を"+1"、スト□ボ側の補正を"+1"とすると、ストロボの発光量 
は +2EV になりまず。 

1スト□ボの " SEL " ボタンを押します。 

♦スト□ボの表示パネルに補正目盛び表おされ、マークび点滅しまず。 

2 スト□ボの"(アップ/ダウン）ボタンを押して補正目盛を希望ず 
る値にしまず。 

3 再度 " SEL " ボタンを巧しまず。 

マークが点丹表示になり、捕正のセットが完了でず。 

♦スト□ボ表示パネルの補正目盛は、スト□ボ側の補正量を表示します。 

♦ストロボ側の補正量び" 0" (補正しない）とさは、8秒後に補正目盛は消灯し 
まず。 


感"才ート OFF "、 "才ート ON " 機能 

スト□ボの電源スイッチを"オート OFF " にセットしたとき、スト□ボの電源 
が約80秒で自動的に OFF になりまず。またカメラのシャッターボタンを半押し 
ずることで"才ート ON " になり、スト□ボの巧電び開さ台されまず。 

長時間のスト□ボ撮影時、曹電効果びありまず。 
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® シューストッパー 

TLA 3 目日の"取0付け脚]’’には、スト 
□ボび不用意にカメラか5はずれないよ 
ラにシューストッパー(抜け防止機構） 
びついています。 

カメラの取り付け、取りがしの際は必ず 
"取0付け脚"の指標にシュー□ック U 
ングの指標を合わせてか5行ってくだ 
さい。 


ぷ上記のほかにもをくの特徴を持ったスト□ボですので、 TLA3 巨0の取扱説明書を併 
せてご覧になり、多彩なスト□ボ撮該をお楽しみください。 


3. TLA スト□ボな巧の X 接点を利用できる 
他のスト□ボによる撮該 



1 カメラにスト□ボを取り付け、露出 
モードを " M " にしシャッタースピ 
—ドを " X 12 曰" W 下にセットしまず。 


〇絞りをセツトして撮影しまず。 

絞りは使用するスト□ボの取扱説明書に 
従って決めて < ださい。 


♦ ダイレクト接点ではない、コードを必要と 
するスト□ボは、カメラ側面のシンクロタ 
一 S ナルに接続してください。 
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〈1.ス□ーシンク□撮影〉 

スト□ボ撮影で夕景や夜景などの情景を生かした撮影を行うには1/30秒む下の 
ス□ーシンク□撮影が有効でず。内蔵スト□ボ巧び TLA スト□ボの TTL オート 
モードを利用ずると簡単な操作でス□—シンク□撮影が行えまず。 

❖露出モードび " P "、" Av " のとを 

構図を決め、^インスイッチを "AEL" にセットします。シャッタースピード 
び、自然光の測光値に□ックされますのでスト n ボの充電完了を確認して撮影 
して < ださい。 

❖露出モードが " Tv " のとを 

シャッ タ—スピ—ドを]/3日秒し^下にセットします。構図を決め、メインスイッ 
チを "AEL" にセットします。絞りび、自然光の測光値に□ックされますので 
スト□ボの充電完了を確認して撮影してください。 

❖露出モードび" M " のとを 

シャッタースピードを1/3日秒じ(下にセットします。絞りを動かして自然光の測 
光値に露出を合わせ露出一夕一び"適正"になるよラにし、スト□ボの充電 
完了を確認して撮影してください。 

♦ス□ーシンク□撮該ではシャッタースピードび遅くなりまずので、カメラぶれ防止のた 
めに=脚をご使巧ください。 
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〈をデイライトシンク□撮影 > 

屋外の撮影時に、たとえば強い日差しの下や逆光下でそのまま人物を撮影ずる 
と、人物は暗くなりがちでず。このよラなときは、巧蔵スト□ボ及び TLA スト 
□ボを使って TTL オートモードで撮影ずると人物も背景もきれいに描写ずるこ 
とがでさまず。 

❖露出モード" P " のとを 

明るいところでは、自動的に絞0とシャッタースピードび調整されてデイライ 
トシンク□撮影になります。 

❖露出モードが " Tv " のとを 

明るいところでは、自動的に絞りび調整されてデイライトシンク□撮影になり 
ます。 

❖露出モードが " Av " のとを 

スト□ボ充電完了後、シャッタースピードの "12 已"び点滅した場含は、露出 
オーバーです。絞りを絞り込んで "12 己"しソ下の点灯表示にして撮影してくだ 
さい。 

❖露出モードが" M " のとを 

" M " のとをは、 シャッ ター スピー ドを 1/12 巳秒 （ X 12 已）じ(下にセットして 
ください。絞0を調整し、ファインダー内露出メーターび"適正"になるよラ 
にして撮影します。 
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〈3.後幕シンク□撮影 > 

後幕シンク□は動きのある被写体をス□ーシンク□撮影ずるときに効果があり 
まず。 

通常のスト□ボ撮影は、シャッターの先幕び走行を終えた直後にスト□ボを発 
光（先幕シンク □) させて撮影します。内蔵スト□ボまたは後幕シンク□機能 
のある当社スト□ボを使用すると、後幕び走行を始める直前にスト□ボを発光 
(後幕シンク □) させることびでさます。 

スト□ボ光で照5された被写体の後ろに、自然光で照5された被写体の動さび 
流れるよラに写り、自然な動さを表現でさます。 

① 内蔵スト□ボによる後幕シンク□撮影 

1 シンク□切り曾えスイッチを "》 丈" 
にしまず。 

2 ファインダー巧 "文 "マークの点丹 
(巧電完了）を確認して撮影しまず。 



♦露出制御は、通常のスト□ボ撮影（先幕シンク □) と同様です。 
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⑤ 当社 TTL オートスト□ボを使用した後幕シンク□撮影 

1 シンク□切り曾えスイッチを "》r 
にしまず。 


2 ファインダー巧 " i " マークの点な 
(巧電完了）を確認して撮影しまず。 

♦露出制御は、通窜のスト□ボ撮影（先幕シ 
ンク □) と同様です。 


〈4.露出補正の併用> 

TTL オートスト□ボ撮影では、スト□ボ 
の発光量は力 ラの F ダイヤルの麗出補 
正に連動します。スト□ボ光量を調整し 
て効果を出したいとさは、 F ダイヤルを 
利巧して < ださい。 
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カスタム機能について 

广厂广 「广广 广广广 r ~ rrr 厂厂 

このカメラの機能は、さまざまな撮影スタイルに応じて変更することができま 
す。ご自身のスタイルにをわせて設定してください。 
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. カスタム機能一覧表 


このカメラには、次の表のように、20項目の"カスタム機能"を搭載していま 
ず。お買い上げ時は、標華的な機能（巧客番号の標華設定 "0") にセットして 
ありまず。（この取扱説明書では" 0" の状態を説明しています。）カスタム機能 
を変更したい場をは「カスタム機能のセットのしかた」 （P8 目）をご覧ください。 

♦カスタム機能をセットずるとカメラの機能や操作手順び変わります。この「カスタム機 
能」のページをよ<お読みいたださ、正しくご使用ください。 

〈カスタム機能一覧表〉 
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内容番号 
機能番号 

標準設定 (0) 

変更設定 (1) 

変更設定(吕） 

変更設定 (3) 

⑩合焦時のスーパー 
インポーズ 

有り 

無し 





避巻を戻しオート U 
ターン 

オートリターン 

有り 

才ート U 夕ーン 
無し 





⑩卷を戻し時-フィ 
ルムべ□残し 

ベ□残し無し 

ベロ残し有り 





⑩絞り込みボタン操 
作方法の切り替え 

押している間 
絞り込み 

巧す毎に絞り 
込みな開放 





⑩ " MF " 時フ オー 
カスボタン機能 

SAF 

CAF 





⑩巧蔵スト□ボホ目 
軽減 

赤目軽減発光 
なし 

赤目軽減発光 
お0 





⑩露出補正設定ちま 
( Av，P 時） 

F ダイヤル 

F ダ仆ル及び 

R ダイヤル 





娜ズームレンズ装着 
時の絞り値表示 (*) 

絞りリングに 
合わせる 

ズーミングに 

連動させる 





(1 露出補正の継続時間 

電源 OFF まで 

設定辭除まで 





d ) 露出補正の設定ちま 

F ダイヤルで設 
定 

UGHT ボタンを 
巧しなびら F ダ 
イヤルで設定 





CLE :カスタム機能 
の初期化 

カスタム機能（①〜頸)）の内容をずべて標準設定になります。 

♦この状態でポジションダイヤルを " CF " じ i 列•にすると、それま 
でセットしたカスタム機能の内容びずべて標準設定" □" に戻り 
ます。 


* この力分ラはズー S ングによって開放絞り値（明るさ）び変化するレンズ（例：バ U 才 
ゾナ ー28-80 mm F 3 .日-已 .6) をご使巧の堤合にも、実絞りはズーミングに連動させず 
に絞り U ングでセツトした値になるよラにカメラ側で制御します。ズーミングに連動さ 
せて絞り値を変化させたい場含はカスタム機能番号⑩を （1) にセットしてください。 
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2. カスタム機能のセツトのしかた 


表示パネル 内容説明 





1 

CF 

；5 

1-0 

機能番号内容番号 
カスタム機能設定モード 



2 



CF 

1 ?- ! 





機能番号 



面 

CF 

?- ! 




内容番号 


1 ポジションダイヤルを、 " CF " にセ 
ットしまず。 

表のノネルび図の表巧になり、カスタム 
機能設定モードになります。 


2 R ダイヤルを回し"機能番号"を選 
びまず。 


3 F ダイヤルを回し"内容番号"を選 
びまず。 


4 ポジションダイヤルを " CF " 

の位置にしまず。 

これでセツト完了でず。 

"〇" ( 白）または"〇 (緑）に戻して 
撮影してください。 

表示パネ>1レび通常の表示に戻ります。 

♦セツトした機能を全て初期化ずるときは、 
前記2、で " CLE " を表示させた後、 " CF " 
じ(外にして < ださい。 
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参考資料 
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. 写真の基礎知識 


〈露出> 

フィルムに光をあてること。 

写真の撮影を行うときは、絞り開口量とシャッターの開閉時間により、フィル 
ムにあてる光の量を調節します。 

〈シャッタースピード〉 

力;>(ラ本体に組み込まれているシャッターはフィルムにあたる光の量を、シャ 
ッターび開いている時間の長さで調節します。このシャッターを開いている時 
間の長さをシャッタースピードと言います。 

〈絞り値〉 

レンズに組み込まれている絞0は、レンズを通0フィルムにあたる光の量を、 
開□部を拡げた0縮めたりして調節します。この開口部の大きさを絞り値と言 
います。 

〈フィルム感度〉（旧0値） 

フィルム感度は、どの程度の光までフィルムび感応するかを IS 日 
(International Standardization 日「呂 anization • 国際標準化機構）で定めた 
数値で表しています。 
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』とおちえになる前 I 


『故障かな？』と思われても、修理に出ず前にもラー度次の表で症状と解決方法 
をご確認ください。 
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組犬 

原因 

解ミ夫ちま 

参照頁 

7.露出補正量び表示され 
てし1る 

-露出補正をかけたまま 
になっている 

• 露出桶腫を "0 灯’に 
戻す 

-メインスイッチを OFF に 
する 

巳扫 

己扫 

8.オート撮影時、シャッ 
タースピードまたは絞 
り値が点滅している 

-被写体び明るずざるか 
または暗すざます 

- P 54 の説明に従って露 
出を調整します 

巳4 

9.フイルムカウンターが 
点滅している 
("00" 政外） 

-冉己仁撮影モードになっ 
ている 

- ABC 補正幅を ‘0.0" 

に戻ず 

62 

10.シャッターボタンを 
半巧しずると、測光 
マークび点滅ずる 

-半押しで 「 AE □ックず 
る」び選択されている 

-カスタムファンクシヨ 
ンを "2-0" にしてく 
ださい 

扫7 
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4000 
2000 
1000 
500 
2 已〇 
XI 25 


1.2 

1.4 

1.7 

2.0 

2.4 

2.8 

3.5 

4.0 

4.5 

5.6 

6.5 

8.0 

9.5 
11 
13 
]已 
19 
22 
27 
32 
38 
45 


4000 10 

2800 召 

2000 已 

1400 4 

1000 3 

700 吕 

已〇〇 0 

3已〇 1 

2已〇 1 

180 2 

]2已 2 

90 4 

60 巳 

4已 8 

30 11 

20 1已 

] 已 22 

32 


シャツタースピードと絞り値の表示について 


シャツタースピードおよび絞り値は次のよラに表示されます。 


♦シャツ タースピードの表示は ‘4000"(1/ 400日秒）から "32" " (32 秒）まで表示 
されます。カメラの露出モードび " Av "、" P " のとをは絞りに応じた値を1/2段階ごと 
に、 Tv "、" M — のときは]段ごとの値を表示します。 （" Tv "、" M " 時 " CF " で1/3段 
ごとの設定びでさます。） 

♦絞り値は、使用レンズの絞り範囲内で1/2段階ごとに値び表示されます。ただし、]/2 
段のさらに間で作動するとをは近い表示で示されます。たとえば絞り値び 3. 3のと去は 
"3 .己"と表示されまず。 


シヤッタースピード 


絞り値 


Av または P 時 （ Tv または M 時の 
カスタムフアンクシヨン 
l /2 Tv ステップ設定時） 


Tv または M のシャツター 
ス ピー ド設定時 


全モード 


0051842124862 
6 3 11 13 


7 4 8 6 
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主なアクセサリー 


ri ~ 广广「广 f ~ ri ~ 厂广厂广广 
撮影領域をにげる主なアクセサ U —を紹介します。 


.CONTAX データバック D-11 



力^ラの量ぶたと交換して装着するだけで、カメラボディと連動するクオーツ 
制御の液晶式データノ くックです。 

オートデート機構により曰付や時刻を自動的に写し込むことびでをます。 


〈カメラへの取り付け〉 

1 カメラに標準装備されている雲ぶたを開き、裏ぶた着脱ピンを巧し下げなが 
5取りはずしまず。 


2 データバックの取り付け卽の下側をカメラの取り付け巧に差し込み、着脱ピ 
ンを f 甲し下げなが5上側の卽ち取り付け巧に合わせ、着脱ピンか5指を離し 
まず。これで取り付けは完了でず。 

データバックの主な仕様 

型式：液晶表示式クオーツ時計内蔵（オートカレンダー） 

写し込み機能：年•月-曰/曰•時-分/写し込みなし/ 

月•曰-年/曰•月•年 

写し込み方法：シャッター作動に連動した自動写し込み 

フィルム感度設定：自動設定 

電源： 3 VU チウム電池に R 202 已） 

寸法：13日（幅） X 62 (高さ） X 12 (奥行き ） mm 
質量： 7已呂（電池別） 

* 仕様-外観の一部を予告なく変更することびあります。 
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2. CONTAX ケーブルスイッチ LA タイプ 



ケープルスイッチ LA タイプは、三脚などを利用しての接写や望遠撮影、あるい 
は力方ラか5離れてシャッターを切るとさに使用します。特に接写や望遠撮影 
ではシャッター時の力^ラぶれを防ぐことびでをます。撮影はケーブルスイッ 
チのシャッターボタン（半巧し機能付）で行いますび、長時間露光や連続撮影 
に便利なスライドスイッチを設けてあります。 

コードの長さは LA - 已〇び已 0cm、LA - 已〇日び日 m です。 


〈取り付け〉 

ケーブルスイッチのプラグをカメラのケーブルスイッチソケットに差し込み 
ます。 


〈撮影〉 

ケーブルスイッチのシャッターボタンを巧すと、カメラのシャッターボタンと 
同じ働きをします。半押しで測距•測光•フォーカス□ック等、全押しでシャッ 
ターび切れて撮影び行われます。長時間露光または連続撮影を行ラとさは、ス 
ライドスイッチを利巧すると便利でず。スイッチを手前に引くと（ホい指標び 
見えます）、その間シャツターび作動を続け、元に戻すとシャッターび閉じて撮 
影が終わ0ます。 
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3. CONTAX パワーパック P -8， P -8 D 





パワーパック P -8 は、1.已 V 単3お乾電池4本、または 1.2 V 単3形ニッケル水素 
電池4本を使用ずる外部電源でず。寒を地など、気温のほい場所で、寒さの影響 
による電池のほ下を防ぐために、カメラのが部で電源を保温しなが6撮影ずる 
ために利用しまず。 

またパワーパック P -8 D は、1.己 V 単1お乾電池4本を使用ずるが部電源でず。を 
量の撮影時に使用しまず。用途に合わせてご利用ください。 

本 CONTAX NX に使用する時は、別売の C 日 NTAX パワーパックアダプター 
GP -1 び必要です。 

〈取り付けかた> 

1. カメラにパワーパックアダプター GP -1 を取り付けまず。 

カメラの U チウム電池を取り出し、代わ0に GP -1 をはめ込み、回して固定 
します。 

♦取りはずした電池ぶたは、大切に保管してください。 
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2. パワーパックに電池を装填しまず。 

[ P -8 の場合] 

①パワーパック P- 別こ付属しているバッテリーケースに、表示に従って単3 
形電池4本を入れ P-8 本体に取り付けます。 

©P-8 本体をジャケット（ケース）に入れます。 

[ P -8 D の場合] 

P-8D に同個されている取扱説明書に従って電池を装填してください。 

3. J のーパック. つード光端のプラグを、アダプター GP -1 のソケットに差し 
込みまず。 

参撮影の際に、 P -8 を防寒具の内側などに入れると、より保温の効果を高めることびで 
さます。 

•電池を交換するとさは、種類の違ラをのやちいものを混ぜたりしないで、4本とち同 
じ種類の新品電池を同時に交換してください。 

•パワーパックを長時間使用しないとさは、電池の漏液を防ぐため、バッテ U —ケース 
から電池を取りはずしておいてください。 

•接続コードの取りはずしは、コードを引っぱ6ずにプラグ部を持って行ってくださし、。 

■ P-S の仕様 

構成：パワーパック本体、バッテ U —ケース、ジャケット（ストラップ付き）、 
コードの長さ：1.己 m 

電源： ] .日V単3お乾電池4本、または 1.2V 単3あニッケル水素電池4本（単3 
あマンガン乾電池は電池容量びかないためご使巧になれません。） 
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■使用電池と撮影本数 

(使巧レンズ： \/ S 28-80/3 .已-已.6、使用フィルム： 24枚撮りフィルム） 

使用電池： 1 .己V単 3 おアルカリ乾電池 

条件 A : 至近 O 00 を1往復、 ] 回レリーズ後 16 秒放置 

|1 ~ 做豆 (- lot ：) 

[ スト□ボ発光なし ] 約 2 □本 約 12 本 

[ スト□ボ已□%発光 I 約1□本 約日本 

[ スト□ボ10□%発光 ] 約8本 約4本 


条件 B :至近だ>〇〇を1往復、 



スト□ボ発光なし 


スト□ボ50%発光 
スト□ボ10□%発光 


1回レリーズ樓4秒放置 
[ 常温（吕〇で) 

約己0本 

_ I 約]已本 

I 約1□本 


借温 (- lot ：) I 

約2巳本 
約8本 
約巳本 


使用電池： 1.5 V 単3おリチウム電池 


条件 A : 至近を1往復、 ] 回レリーズ後1目秒放置 



スト□ボ発光なし 


スト□ボ日□%発光 
スト□ボ10096発光 


[ 常温（吕〇で) 

約巨0本 
約2巳本 
約]已本 


做豆 (- lot ：) I 

約2巳本 
約1己本 
約12本 


条件 B :至近 〇〇〇 を1往復、 ] 回レリ ーズ後 4 秒放置 

|1 ~ 低温 （-10 で) ~~ ] 

[ スト□ボ発光なし ] 約 1 已□本 約已〇本 

[ スト□ボ己0%発光 I 約40本 約20本 

「 スト□ボ10□%発光 I 約2□本 約 1 已本 
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使用電池： 1.2 V 単3おニッケル水素電池 （フル充電して使用したとき) 


条件 A :至近だ*〇〇を1往復、 

1 回レ U —ズ後1日砂放置 



常温に0で） 1 

低品 （-10 で） 1 

ス h □ボ発光なし 

約30本 

約吕已本 

スト□ボ日0%発光 

約 1 己本 

約] 2本 

スト□ボ100%発光 

約] 0本 

約8本 

条件目：至近0〇〇を1往復、 

1 回レ U —ズ後 4 砂放置 



常温にび C ) 1 

低届（-10°〇 1 

スト□ボ発光なし 

約扫〇本 

約巨0本 

スト□ボ已0%発光 

約20本 

約]已本 

スト□ボ100%発光 

約]已本 

約] 0本 


■ P -8 D の仕様 

型式： コンタックスカメラのか部電源装置コードの長さ： ] .己 m 
電源： ] .已 V 単 1 あアルカリ乾電池 4 本、または単 1 あニッケル水素電池 4 本 
(単]おマンガン乾電池は電池容量びかないためご使用になれません。) 

コード長： 約].已 m 

寸法、質量： 148 (幅） X84 (高さ） X 已 8 (奧巧き） mm 
1 60g (電池含まず） 


4. CQNTAX パワーパックアダプター GP-1 



CONTAX NX に外部電源 CONTAX 
パワーパック P -8 および P -8 D (別売） 
を使用するためのアダプターです。 
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已. CQNTAX マウントアダプター NAM-1 



CONTAX NX に C 日 NTAX 目 4 日システムのレンズを使用出来るアダプターで 
す。 NX の全ての機能び使用でをます。 

〈マウントアダプターとレンズの取り付けかた> 

1 . マウントアダプターのボディ取り付け指標①をカメラのレンズ指標®に合わ 
せてはめ込み、矢印方向に回して取り付けます。 

2. レンズの指標（赤色）③をアダプターのレンズ取り付け指標®に合わせ、矢 
印方向に回して取0付けます。 

〈取りがしかた> 

1. レンズを取り外すとさは、マウントアダプターの取0がしボタンを矢印ち向 
⑥にスライドさせたまま、反時計方向愈に回して取りがします。 

2. マウントアダプターを取りかすとさは、カメラのレンズの取り外しボタンを 
押しなび5マウントアダプターを反時計方向に回して取りがします。 
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巨.フレックスケース C -9 



ケース先端部を伸縮させることによ0、 
データバック D - 11を装着した 
C 0 NTAX NX に U (下のカールツアイス 
T 本レンズを装着したまま収納すること 
びでをます。（巨4己マウントレンズはマ 
ウントアダプター NAM -1 併用） 


収納可能レンズ（フィルタ ー1 枚、レンズキャップ、フードを収納げ態（逆向）にして装着）] 


ヶース 

先端部のげ態 

N マウントレンズ 1 

64己マウントレンズ 

C -9 

縮めた状態 

VS 28 -扫0/3.曰-己.巨 

P 加/ 1.4 

P 80/2 

伸ばしたげ態 

VS 70-200/3 .已 -4 .已 

VS 24 -扫已/3.己-4.已 

ソ3]7-3已/2.8ホ 

(* フードなし） 

S 140/呂.扫 

D 己巳/3.已 


去 MSI 00/2.8、 VS 70-300/4.0-5.6. 及び64己マウントレンズの冉 MP ] 20/4、 
D 4 已/2.8、 035/3.5 (* フードなし）を取り付けて収納する場合は、フレックスケー 
ス C -8 ( N -1巧）をご使用ください。 
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まな仕樣 


型式 

画面サイズ 
レンズマウント 
シャツターお式 
シャツタースピード 

3已 mm フオーカルプレン式 AF / AE - 眼レフカメラ 

24 x 36 mm 

コンタックス N マウント 

縦走行フオーカルプレンシャッター 

Av 、 Tv、P : 32砂〜]/40曰0砂 

M : 32砂〜]/4000秒、およびバルブ （ buLb ) 

X :1/12己秒 （ M モード時） 

シンク□接点 

X 接点 （1/1 2已秒！; TF で同調） 

ダイレクト接点、およびシンク□ターミナル付き 

セルフタイマー 
シャツターレリーズ 
露出制御 

電モ式、作動時間10砂 

電子レリーズ方式、専用ケープルスイッチソケット付 
①絞り優先オート霞シャッター優先オート感プ□グラムオート 
④マニュアル露出愈 T T L オートスト□ボ 

測光方式 
測光連動節囲 
( IS 0100， F 1.4) 

TTL 評価測光/中央重点平均測光/中央部部分測光切り誓え式 
評価測光： EV 曰〜21 
中巧重点平均測光 ： EV 〇〜20 
中央部部分測光 ： EV 3〜20 

フィルム感度連動範囲 

DX コードによる自動設定時 • • ■ ISQ 2 已〜已000 
マニュアル設定時 . ISQ 巨〜巨4日0 

AE □ック 

露出補正 

ABC 機構 

慷面光量記憶方式 

+ 3 EV —3 EV (1 /3または]/2ステップで設定可能） 

冉巨 C ボタンと F ダイヤル設定による露出補正 
補正幅± 1 /3 E V /+ 1 /2 E V /+ ] E V 

内蔵スト□ポ 

ガイドナンバ ー13 .已 （ IS 0100)、 焦点距離2扫 mm まで対応、赤目 


軽減予備発光 

スト n ポ調巧連動方式： TTL ダイレクト調光方式 

スト□ポ同調 ：スト□ボの充電完了によりシャッタースピード自動切り誓え 

スト□ポオートセット機能：スト□ボオートセット機能付き当社スト□ボと組み合わせる 
ことにより可能 


を幕シンク □ 

:内蔵スト□ポおよぴ後幕シンク□機能のある当社スト□ボと組み合 
わせることにより可能 

測距方式 
ファインダー 

:已点 TTL 位相差検出方式 

:ペンタプ U ズム使用のアイレベル型（□ングアイポイント式） 

-視野率 . 93% •倍率 . 0.78倍 

(已 0 mm 標準レンズ無限患視度-] D のとき） 

視度補正 

:別売 FL タイプを装着して補正、8種類あり 
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フォーカシングスクリーン：固定式、全面マットタイプ 

ファインダー内表示：フォーカスフレーム、フィルムカウンター/セルフタイマー時間/ 


表示パネル 

A - 巨- C 撮該順序/フィルム装着状況、スト□ボマーク、光量補正マ 
-ク、フオーカス表示、絞り値、シャッタースピード、測光マーク、 
露出メーター、露出補正マーク、マニュアル露出マーク 
フィルムカウンター/セルフタイマー時間 / A . 日 . C 撮影順序/バル 
プ経過時間/フィルム装着状況、電池容量表示、測距点表示、フオ 
一カスモード（マニュアルフオーカス。シングルオートフオーカス、 
コンテイニュアス.オートフオーカス）、露出モード（マニュアル露 
出、絞り優先オート、シャッター優先オート、プ□グラムオート）、 
測光表示（中央部部分測光、中央重点平均測光、評価測光)、ドライ 
プモード（セルフタイマー撮影、 ] コマ撮影、連続撮影)、 DX/ISO 
マーク、冉.己 . C 補正マーク、内蔵スト□ボ光量補正マーク、絞り 
値/ A . B . C 補正量/内蔵ストロボ光量桶正量、シャッタースピー 
ド/フィルム感度/カスタムファンクシヨン、露出補正量、巳 F 
マーク 

フィルム装填 

オート□ーディング式 

フィルムカウンター " or までの空送り磯構付さ 

フィルム巻さ上げ 
フィルム巻き戻し 

内蔵モーターによる自動巻を上げ 

内蔵モーターによる自動巻を戻し（オート U ターン/オートストッ 
プ機構）途中巻さ戻し可能 

ドライブモード 
巻さ上げ速度 

1コマ、連続、セルフタイマー10砂 
連続撮影 （" C " モード）最高約 2.3 コマ/秒 
(新品電池使巧、常温、当社撮影基準による） 

フィルムカウンター 
アクセサ U — シユー 
カスタム機能 
裏ぶた 
電源 

バッテリーチェック 

表示パネル、ファインダー内とち自動復元順算式 
ダイレクト X 接点 （ TLA スト□ボ連動接点付） 

P 86 カスタム機能一覧表参照 

裏ぶた開放レバーによる開閉式、着脱可能、フィルム確認窓付 

SV リチウム電池に R 2) 2個使巧 
自動チてック式、表示パネルに表示 





さ城ぉ 



フィルム 撮影 本数： 新品電池使巧、当社撮影基準による 
使用レンズ ： VS 28-80/3 .己-已 .6 
使用フィルム： 24枚撮りフィルム 

条件 A: 至近林〇〇、 1 往復、 1 回レリーズ後 16 巧放置 

[ スト□ボ発光なし r 約2已本 

スト□ボ己□%発光 約8本 

[ スト□ボ100%発光 ] 約已本 


做豆 (- lot ：) I 

約12本 
約已本 
約 3 本 


条件日：至近林 〇〇、 1 往復、 1 回レリーズ後 4 秒放置 


[ 


常温に 0 で） 


スト□ボ発光なし 


スト□ボ已□%発光 


スト□ボ100%発光 


約巨0本 
約] 0本 
約 7 本 


做豆 (- lot ：) I 

約2已本 
約8本 
約4本 


その他 ： 絞り込みボタン、 AF 補助光付 

寸法、 質量 ： NX ; 142 ( 幅） XI 13 (高さ） X 66 (奥行き） mm 

6□己宜（電油別） 

NXD : 142 ( 幅） XI 13 (高さ） X 66 (奥行き） mm 
62 已 g (データバック付、電池別） 


ぷ仕様-が観の一部を予告なく変更することびありますのでご了承ください。本製品の機 
能をフルに活用していただくためにも、交換レンズ、およびアクセヴ U —類は当社製品 
のご使用をおすずめします。コンタックス用として巿販されている他社商品を使巧して 
生じた事故や故障については当社では保証いたしかねまず。 
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